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日
本
中
國
學
金
日
報
　
第
六
十
二
集

四
四

大
　
渕
　
貴
　
之

「
欧
陽
詞
壇
」
の
問
題

　
唐
代
類
書
の
代
表
と
し
て
知
ら
れ
る
『
藝
文
類
聚
』
一
百
巻
は
、
唐
国
國
聞
も

な
い
武
徳
五
年
（
六
二
二
）
、
平
蕪
李
淵
に
よ
り
編
纂
の
詔
が
下
り
、
同
七
年

（
六
二
四
）
九
月
十
七
日
、
歓
暗
黒
に
よ
っ
て
完
成
が
奏
上
さ
れ
た
。
完
本
の
残

る
最
古
の
類
書
で
あ
り
、
散
早
し
た
唐
初
以
前
の
文
献
を
多
藪
牧
載
す
る
本
書
は
、

早
く
に
輯
愛
書
等
の
編
集
に
用
い
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
今
日
も
工
具
書
と
し
て

頻
繁
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
典
籍
と
し
て
の
贋
値
は
成
書
一
四
〇
〇
年
を
纏
て
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

揺
る
が
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
『
藝
文
類
聚
』
そ
の
も
の
に
封
ず
る
研
究
は
、
從

來
活
嚢
に
は
行
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
『
藝
文
類
聚
』
諸
版
本
間
に
お
け
る
校

勘
や
、
『
言
文
類
聚
』
と
他
の
典
籍
と
の
聞
に
お
け
る
同
一
記
事
・
同
一
詩
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

封
ず
る
校
勘
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
上
の
問
題
、
築
三
の
成
立
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

情
と
い
っ
た
基
礎
的
な
問
題
す
ら
、
未
解
決
の
ま
ま
か
、
あ
る
い
は
問
題
提
起
そ

の
も
の
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
纒
緯
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
該
書
の
成
立
に
關
わ
る
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
ず
、

『
回
文
類
聚
』
の
編
纂
毒
茸
者
に
關
し
て
從
來
提
起
さ
れ
て
い
た
問
題
の
再
検
討

か
ら
始
め
、
編
纂
主
導
者
に
つ
い
て
論
じ
、
當
時
の
朝
廷
が
お
か
れ
た
封
外
的
政

治
環
境
か
ら
具
罐
的
な
編
纂
の
時
期
や
期
聞
を
絞
り
込
む
。
更
に
、
編
纂
官
と
し

て
名
を
列
ね
た
人
物
、
特
に
所
論
の
編
纂
主
導
者
の
政
治
的
立
場
か
ら
見
え
て
く

る
『
藝
文
類
聚
』
編
纂
に
託
さ
れ
た
意
圖
、
思
惑
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
た
い
。

右
の
議
論
は
、
た
だ
に
『
密
画
類
聚
』
の
成
立
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
主
だ
っ
た
歴

代
王
朝
に
お
け
る
磁
壁
類
書
編
纂
の
意
味
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
意
義
を
持
つ

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
政
治
的
灌
力
の
宣
揚
、
安
定
に
利
用
す
る
べ
く
生
み
だ

さ
れ
、
時
に
政
治
勢
力
に
翻
弄
さ
れ
る
「
類
書
の
運
命
」
と
で
も
言
う
べ
き
現
象

が
、
『
藝
文
類
聚
』
に
も
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
の
編
纂
從
事
者
に
零
す
る
問
題
と
は
、
「
藝
文
類
聚
』
に
「
欧
陽
詞

撰
」
と
冠
す
る
こ
と
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
現
在
、
『
藝
文
類
聚
』
と
い
え
ば
「
欧

陽
同
工
」
で
あ
っ
て
、
史
書
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
他
の
五
名
の
編
纂
者
（
陳
叔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

達
・
斐
矩
・
令
狐
徳
棄
・
衰
朗
・
趙
弘
智
）
は
、
ほ
と
ん
ど
顧
慮
さ
れ
な
い
。
早

く
は
開
元
年
聞
に
、
欧
陽
詞
を
代
表
的
撰
者
と
み
な
し
、
書
名
に
そ
の
名
を
冠
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
中
林
史
朗
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
歓
陽
詞
撰
」
と
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
『
四
庫
全
書
縛
目
提
要
』
は
、

子
部
類
書
類
『
藝
文
類
聚
』
の
條
に
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
、
以
下
同
じ
）
、

　
　
　
藝
文
類
聚
一
百
巻
、
唐
欧
陽
詞
撰
。
…
…
墨
書
藝
文
志
注
、
令
狐
徳
藥
、

日
本
中
園
皐
曾
報

第
六
十
二
集

『
雲
文
類
取
水
』

編
纂
考

「
欧
陽
詞
撰
」

の
問
題

唐
代
類
書
の
代
表
と
し
て
知
ら
れ
る
『
喜
文
類
緊
』
一
百
巻
は
、
唐
建
園
開
も

な
い
武
徳
五
年
(
六
二
二
)
、
高
祖
李
淵
に
よ
り
編
纂
の
詔
が
下
り
、
同
七
年

(
六
二
四
)
九
月
十
七
日
、
欧
陽
詣
に
よ
っ
て
完
成
が
奏
上
さ
れ
た
。
完
本
の
残

る
最
古
の
類
書
で
あ
り
、
散
供
し
た
唐
初
以
前
の
文
献
を
多
数
牧
載
す
る
本
書
は
、

早
く
に
輯
供
書
等
の
編
集
に
用
い
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
今
日
も
工
具
書
と
し
て

頻
繁
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
典
籍
と
し
て
の
債
値
は
成
書
一
四

O
O年
を
経
て
全
く

揺
る
が
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
『
萎
文
類
来
』
そ
の
も
の
に
封
す
る
研
究
は
、
従

来
活
護
に
は
行
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
「
雲
文
類
衆
』
諸
版
本
聞
に
お
け
る
校

勘
や
、
「
雲
文
類
緊
』
と
他
の
典
籍
と
の
聞
に
お
け
る
同
一
記
事
・
同
一
詩
文
に

封
す
る
校
勘
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
i
ク
上
の
問
題
、
該
書
の
成
立
事

情
と
い
っ
た
基
礎
的
な
問
題
す
ら
、
未
解
決
の
ま
ま
か
、
あ
る
い
は
問
題
提
起
そ

の
も
の
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
該
書
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
ず
、

『
雲
文
類
緊
』
の
編
纂
従
事
者
に
関
し
て
従
来
提
起
さ
れ
て
い
た
問
題
の
再
検
討

か
ら
始
め
、
編
纂
主
導
者
に
つ
い
て
論
じ
、
嘗
時
の
朝
廷
が
お
か
れ
た
封
外
的
政

四
四

大

主主L

Eミ

之

渓リ

治
環
境
か
ら
具
瞳
的
な
編
纂
の
時
期
や
期
間
を
絞
り
込
む
。
更
に
、
編
纂
官
と
し

て
名
を
列
ね
た
人
物
、
特
に
所
論
の
編
纂
主
導
者
の
政
治
的
立
場
か
ら
見
え
て
く

る
「
喜
文
類
緊
』
編
纂
に
託
さ
れ
た
意
園
、
思
惑
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
た
い
。

右
の
議
論
は
、
た
だ
に
『
雲
文
類
緊
』
の
成
立
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
主
だ
っ
た
歴

代
王
朝
に
お
け
る
敷
撰
類
書
編
纂
の
意
味
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
意
義
を
持
つ

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
政
治
的
権
力
の
宣
揚
、
安
定
に
利
用
す
る
べ
く
生
み
だ

さ
れ
、
時
に
政
治
勢
力
に
翻
弄
さ
れ
る
「
類
書
の
運
命
」
と
で
も
言
う
べ
き
現
象

が
、
『
雲
文
類
衆
』
に
も
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
編
纂
従
事
者
に
関
す
る
問
題
と
は
、
「
諒
一
一
文
類
緊
』
に
「
欧
陽
詞

撰
」
と
冠
す
る
こ
と
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
現
在
、
『
雲
文
類
取
水
』
と
い
え
ば
「
敵

陽
詞
撰
」
で
あ
っ
て
、
史
童
日
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
他
の
五
名
の
編
纂
者
(
陳
叔

達
・
裳
矩
・
令
狐
徳
菜
・
衰
朗
・
越
弘
知
日
)
は
、
ほ
と
ん
ど
顧
慮
さ
れ
な
い
。
早

く
は
開
元
年
聞
に
、
欧
陽
詞
を
代
表
的
撰
者
と
み
な
し
、
書
名
に
そ
の
名
を
冠
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
中
林
史
朗
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
敵
陽
詞
撰
」
と
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
『
四
庫
全
書
徳
目
提
要
』
は
、

子
部
類
書
類
『
喜
文
類
家
』
の
僚
に
(
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
、
以
下
同
じ
)
、

雲
文
類
衆
一
百
巻
、
唐
欧
陽
詞
撰
。
:
:
:
唐
書
塞
文
志
注
、
令
狐
徳
菜
、



衰
朗
、

達
同
志
。
趙
宏
智
同
業
。
唐
誉
詞
本
傳
又
構
、
武
徳
七
年
、

　
　
　
　
殆
以
詞
賞
罰
成
、
故
相
接
但
誉
詞
名
言

理
会
諭
撰
。
…
…
叢
書
藝
文
志
注
に
、
令
狐
徳
棄
、

す
と
。
唐
書
が
詞
の
本
傳
に
又
た
摸
す
、
武
徳
七
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
詔
與
斐
矩
、
乱
離

（
藝
文
類
聚
一
百
巻
、
唐

　
　
　
　
　
　
と
も

蓑
朗
、
趙
弘
智
同
に
修

　
詔
あ
り
て
斐
矩
、
陳

叔
達
と
同
に
修
す
と
。
殆
ど
諭
の
其
の
成
す
を
蒸
す
を
以
て
、
故
に
相
ひ
傳

　
　
へ
て
但
だ
諭
の
名
の
み
を
課
せ
る
か
）
。

と
述
べ
、
鞍
敷
の
編
纂
官
の
う
ち
、
欧
陽
諭
が
作
業
の
統
括
に
當
た
っ
た
が
た
め

に
彼
の
名
を
書
名
に
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
見
解
を
示
す
。
こ
れ
に
封
し

て
中
林
氏
は
「
詞
が
領
導
し
て
『
其
の
成
を
董
し
た
』
と
断
定
す
る
に
足
る
確
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

な
史
料
は
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
史
料
上
か
ら
言
え
ば
、
彼
が
領
導
者
で
あ
っ
た
と

す
る
こ
と
さ
え
疑
わ
し
い
」
と
述
べ
、
断
言
は
で
き
な
い
も
の
の
「
中
央
の
職
事

官
に
在
っ
て
機
密
に
参
旨
し
、
か
つ
最
も
年
齢
が
高
か
っ
た
と
言
う
の
が
、
諭
が

奏
上
の
任
に
當
つ
た
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
、
欧
陽
詞
が
『
藝
文
類
聚
』
完

成
の
奏
上
を
行
な
う
に
至
っ
た
理
由
を
推
定
し
、
謁
が
奏
上
を
澹
つ
た
が
た
め
に

そ
の
名
の
み
を
書
名
に
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
見
解
を
提
示
さ
れ
た
。
確

か
に
、
史
料
に
名
前
の
墾
が
る
頻
度
と
い
っ
た
嵩
か
ら
見
る
と
、
陳
叔
達
と
令
狐

徳
棄
が
代
表
者
と
し
て
最
も
有
力
で
あ
り
、
欧
陽
詞
を
編
纂
者
の
筆
頭
と
目
す
る

に
は
疑
問
が
得
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
從
來
行
な
わ
れ
て
き
た
史
料
上
か
ら
の
考

察
に
加
え
、
『
藝
文
類
聚
』
の
中
身
、
す
な
わ
ち
そ
こ
に
探
録
さ
れ
た
詩
文
に
焦

嵩
を
當
て
る
こ
と
に
よ
り
、
「
欧
陽
諭
撰
」
の
理
由
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
指

摘
し
た
い
。

探
録
詩
文
に
見
る
欧
陽
詞
主
導
の
痕
跡

　
欧
陽
詞
が
『
専
門
類
聚
』
の
完
成
を
奏
上
し
た
こ
と
は
、
注
5
に
憎
げ
た
③

『
奮
唐
書
』
や
⑥
『
唐
會
要
』
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
奏
上
の
任
に
當
た
っ
た

『
藝
文
類
聚
」
編
纂
考

理
由
に
つ
い
て
、
編
纂
の
⊥
土
導
者
た
る
所
以
と
す
れ
ば
『
艇
庫
全
書
総
目
提
要
』

の
見
解
に
沿
う
し
、
そ
う
で
は
な
く
、
個
別
の
特
殊
事
情
に
よ
る
と
す
る
の
が
中

林
氏
の
見
解
で
あ
る
。
筆
者
は
、
成
書
の
上
奏
に
加
え
、
『
藝
文
類
聚
』
の
序
文

撰
述
を
一
任
さ
れ
た
欧
陽
詞
に
は
、
や
は
り
そ
の
榮
讐
に
浴
す
べ
き
主
導
的
な
働

き
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
、
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
中
林
氏
の
指

摘
に
も
あ
る
通
り
、
史
料
に
そ
れ
を
讃
明
す
る
に
足
る
十
分
な
記
述
を
見
い
出
せ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
『
藝
文
類
聚
』
そ
の
も
の
に
欧
陽
二
世
導
の
痕
跡

を
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
皇
尊
類
聚
』
は
、
そ
の
序
文
に
「
事
居
其
前
、
文
列
干
後
（
事
は
其
の
前
に

　
　
　
　
　
　
　
な
ら

居
り
、
文
は
後
に
列
ぶ
）
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
部
立
て
さ
れ
た
解
る
事
物
に
つ

い
て
、
始
め
に
纒
・
史
・
子
の
書
お
よ
び
『
楚
辮
』
か
ら
關
委
す
る
故
事
を
列
墨

し
（
「
事
」
の
部
分
）
、
そ
の
後
に
、
當
該
項
目
に
關
す
る
詩
文
を
、
白
骨
死
去
の

文
人
を
下
限
と
し
て
文
腔
ご
と
に
分
け
て
探
録
す
る
（
「
文
」
の
部
分
）
。
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
類
書
」
と
下
垂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
魏
の
『
富
谷
』
以
下
の
書
籍
群
が
、
「
事
」

の
み
を
牧
録
し
て
い
た
の
に
湿
し
、
そ
れ
ま
で
『
文
選
』
等
の
総
集
あ
る
い
は
個

人
の
別
集
を
参
照
す
る
は
か
な
か
っ
た
詩
文
を
も
、
事
柄
の
検
索
と
同
時
に
参
照

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
と
こ
ろ
に
、
『
早
々
類
聚
』
の
新
奇
さ
が
あ
っ
た
。
『
藝

文
類
聚
』
編
纂
に
お
い
て
、
從
前
の
諸
類
書
が
編
纂
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

こ
と
は
序
文
に
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
「
事
」
の
部
に
隈
っ
て
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
残
る
「
文
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
『
雷
文
類
聚
』
猫

自
の
部
分
に
相
當
し
、
當
然
、
そ
こ
に
牧
め
る
べ
き
作
品
の
牧
集
と
選
定
、
お
よ

び
分
類
に
多
く
の
時
聞
と
勢
力
が
費
や
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
の
選
録

が
決
し
て
い
い
加
減
な
も
の
で
は
な
く
、
全
百
巻
に
わ
た
っ
て
周
到
に
検
討
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
現
行
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は
全
開
を
通
し
て

同
一
詩
文
が
重
複
し
て
載
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
内
容
に
命
じ
た
一
つ
の
部
立
て

四
五



　
　
　
　
　
　
日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

　
　
　
　
　
　
　

の
み
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
こ
の
「
文
」
の
部
分
に
は
編
纂
者
の

意
趣
が
特
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
こ
に
こ
そ
注
目

す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
藝
文
類
聚
』
に
は
、
階
以
前
の
五
七
五
家
、
四
八
八
六
條
も
の
詩
文
が
探
録

さ
れ
る
。
該
書
の
編
纂
は
、
南
北
を
統
一
し
た
も
の
の
短
命
に
終
わ
っ
た
階
よ
り

暉
譲
を
受
け
た
唐
が
、
そ
の
建
適
期
に
成
し
た
一
大
文
化
事
業
で
あ
り
、
傳
存
す

る
諸
作
品
を
時
代
や
地
域
を
越
え
て
網
羅
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
考
え
て
も
な
お
特
異
と
い
う
べ
き
集
録
現
象
が
看
取
さ

れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
ま
さ
し
く
歓
陽
諭
に
幽
し
て
指
摘
で
き
る
。

　
そ
れ
は
、
巻
五
十
、
職
官
部
、
刺
史
の
項
に
探
録
さ
れ
た
江
縛
撰
「
廣
州
刺
史

お
う
よ
う
ぎ

欧
陽
頗
墓
誌
（
以
下
「
欧
陽
顧
墓
誌
」
と
略
）
」
、
お
よ
び
巻
五
二
、
治
政
部
、
善

政
の
項
に
探
ら
れ
た
徐
陵
撰
「
廣
州
刺
史
欧
陽
顧
徳
政
碑
（
以
下
「
激
陽
頗
徳
政

碑
」
と
略
）
」
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
章
で
顯
彰
さ
れ
る
敵
軍
顧
（
四
九
七
～

五
六
三
）
と
は
、
梁
、
陳
二
代
に
仕
え
、
主
に
軍
功
あ
っ
て
榮
達
し
た
人
物
で
あ

り
、
ほ
か
な
ら
ぬ
欧
陽
詞
の
堅
人
で
あ
る
。
次
に
「
欧
陽
顧
墓
誌
」
の
全
文
を
墨

げ
る
（
（
括
弧
）
は
筆
者
、
以
下
同
じ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
　
　
　
江
総
撰
「
廣
州
刺
史
漁
戸
領
墓
誌
」
（
巻
五
十
、
職
官
部
、
刺
史
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
そ
ん
し
し
ょ
　
な
だ
か

　
　
（
ア
）
公
家
は
尚
書
を
習
ひ
、
亘
理
（
漢
・
欧
陽
地
法
）
の
儒
漢
冊
に
高

　
　
く
、
世
々
渤
海
に
訂
し
、
太
守
（
奮
・
欧
陽
建
）
の
文
著
原
に
重
し
。
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

　
　
原
喪
齪
、
地
を
避
け
南
に
翻
る
。
（
イ
）
公
孝
敬
純
深
に
し
て
、
友
悌
惇
睦

　
　
　
　
　
　
　
い
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
き
ょ
う
の
ひ
と

　
　
た
り
。
家
に
遺
財
を
積
む
も
、
拉
び
に
諸
季
に
譲
り
、
兼
ね
て
同
　
　
壌

　
　
　
ほ
ど
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
ふ
か

　
　
に
質
す
。
（
ウ
）
公
章
を
含
み
て
内
に
映
え
、
遠
く
識
り
て
辛
く
通
ず
。
嗜

　
　
　
　
と
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と
　
　
も
と
　
　
　
　
　
　
つ
つ
し
み

　
　
欲
を
窒
め
、
言
行
を
蓋
し
み
、
貞
幹
を
資
と
し
、
痛
罵
を
事
と
す
。
（
エ
）

　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ん
ぞ
く
　
お
　
か
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
き
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
ち
ん
て
い

　
　
磯
船
造
ら
ず
し
て
、
前
掲
愚
製
す
。
公
鏡
を
被
び
て
兇
を
執
ら
へ
、
匡
復

　
　
を
志
す
有
り
。
梁
孝
元
帝
散
骨
常
侍
、
東
町
州
刺
史
、
始
熊
掌
侯
を
授
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
て
い
　
う
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
け
ん
　
　

つ

　
　
而
る
に
犬
戎
二
心
し
、
宗
皆
皆
遷
れ
り
。
（
オ
）
三
献
譲
を
纂
ぎ
、
高

　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
と

　
　
租
に
算
す
る
仮
、
恩
は
惟
善
に
加
へ
ら
れ
、
使
持
節
、
都
督
南
画
二
十
二
州

　
　
諸
軍
事
、
廣
州
刺
史
を
授
け
ら
る
。
進
め
て
開
府
儀
墨
黒
司
、
山
陽
郡
公
と

　
　
心
し
、
號
を
征
南
二
軍
に
進
め
、
鼓
吹
一
部
を
加
へ
ら
る
。
巫
山
の
遠
曲
、

　
　
が
く
た
い
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ご
そ

　
　
騎
吹
を
日
南
に
喧
す
し
く
し
、
芳
樹
の
清
音
、
軍
容
を
海
戴
に
粛
か
に
す
。

　
　
車
騎
素
量
、
司
空
を
追
贈
せ
ら
る
。
（
力
）
公
軌
匡
を
渉
猟
し
、
百
氏
に
優

　
　
　
　
ろ
う
え
き
　
ゆ
る
　
　
ぜ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
わ
　
　
さ
け

　
　
游
す
。
径
を
寛
め
賦
を
省
き
、
百
越
の
錦
心
を
化
せ
し
め
、
寒
き
を
撫
り
膠

　
　
　
ふ
る

　
　
を
投
ま
ひ
て
、
三
軍
の
死
力
を
感
ぜ
し
む
。
室
に
在
り
て
は
賓
の
如
く
、
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
さ
　
　
　
　
　
ざ
い
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ね

　
　
ん
ぞ
屋
漏
に
漸
ち
ん
や
。
貧
ぼ
り
て
寳
を
爲
さ
ず
、
苺
に
人
の
知
ら
ん
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
と
む
ぎ

　
　
を
畏
る
。
殺
青
に
兼
爾
の
疑
ひ
無
く
、
慧
咳
に
山
豆
に
豊
平
の
替
り
あ
ら
ん
や
。

　
　
ざ
　
い
　
か

　
　
（
馬
や
金
を
）
羊
が
如
く
粟
が
如
く
み
て
、
夷
齊
（
伯
夷
・
叔
齊
）
の
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

　
　
改
め
ず
、
曲
弾
遺
風
、
方
に
豹
産
（
西
門
豹
・
子
産
）
の
徳
を
留
む
。

　
こ
の
文
で
は
、
始
め
に
先
真
底
來
の
欧
陽
家
の
由
緒
正
し
さ
を
平
め
（
ア
）
、

欧
陽
顧
個
人
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
徳
の
高
さ
、
才
能
の
高
さ
を
讃
え
（
イ
・
ウ
）
、

梁
か
ら
陳
に
か
け
て
の
活
躍
（
エ
・
オ
）
を
述
べ
た
後
、
も
う
一
度
欧
陽
順
の
學

識
幽
豆
に
徳
高
く
、
清
貧
に
甘
ん
じ
て
、
高
潔
高
徳
の
遺
風
を
遺
し
て
世
を
去
っ
た

旨
を
ま
と
め
あ
げ
て
（
力
）
結
ん
で
い
る
。
墓
誌
と
し
て
は
型
通
り
の
も
の
で
あ

り
、
一
作
例
と
し
て
、
同
巻
同
項
目
に
所
掲
の
他
の
二
種
と
と
も
に
探
録
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
一
般
の
型
通
り
で
あ
る
こ
と
は
却
っ
て
、
こ
の

「
欧
陽
領
墓
誌
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
再
録
到
断
上
の
根
櫨
を
薄
弱
に
す

る
。
「
欧
陽
頗
墓
誌
」
の
探
録
に
は
別
に
意
圖
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
墓
誌
が
「
刺
史
」
と
い
う
部
立
て
に
搾
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
『
藝
文
類
聚
』
を
繕
讃
す
る
者

の
目
に
は
、
「
刺
史
」
の
部
立
て
に
列
墾
さ
れ
る
人
物
が
、
言
わ
ば
刺
史
の
鑑
と

し
て
映
る
の
で
あ
り
、
選
定
者
の
意
圖
は
、
ま
さ
に
欧
陽
領
を
早
れ
高
き
名
刺
史



の
一
人
に
列
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
そ
し
て
、
こ
の
墓
誌
の
み
な
ら
ず
、
徐
陵
撰
「
欧
陽
頗
徳
政
碑
」
が
治
世
部
、

善
政
の
項
目
に
探
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
選
定
が
、
確
固
と
し

た
意
圖
に
基
づ
く
こ
と
が
明
白
と
な
る
。
當
該
徳
政
碑
は
、
「
欧
陽
顧
墓
誌
」
が

節
略
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
封
し
、
お
よ
そ
八
○
○
字
か
ら
な
る
長
文
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
、
末
尾
に
銘
文
を
完
備
し
た
全
文
の
牧
載
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、

墓
誌
と
同
様
に
黄
平
家
の
遠
図
の
構
揚
に
始
ま
り
、
欧
陽
頗
個
人
の
篤
學
、
孝
行

の
美
質
を
褒
め
、
官
途
に
あ
っ
て
は
、
梁
に
仕
え
て
南
方
異
民
族
の
鎭
定
に
功
績

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
朝
代
が
陳
に
移
っ
て
後
も
大
い
に
重
用
さ
れ
た
こ
と
を
記

す
。
つ
い
で
民
政
に
も
多
大
な
治
績
を
あ
げ
た
こ
と
に
鰯
れ
、
そ
の
善
政
に
感
遇

し
た
信
侶
が
、
朝
廷
に
徳
政
碑
建
立
の
願
い
を
申
し
出
た
こ
と
に
よ
り
、
救
命
を

奉
じ
て
碑
文
を
撰
述
す
る
と
述
べ
、
以
上
を
ま
と
め
る
四
望
二
十
句
の
銘
文
で
以

て
締
め
括
る
。
旧
事
は
「
欧
陽
領
墓
誌
」
の
内
容
と
重
な
る
表
現
が
多
く
、
度
重

な
る
欧
陽
顧
賞
賛
の
文
章
探
録
の
實
態
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
か
く
も
歌
陽
頗
に

肩
入
れ
す
る
人
物
は
、
や
は
り
そ
の
直
系
の
孫
、
欧
陽
詞
を
お
い
て
他
に
は
考
え

ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
輩
に
租
父
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な

く
、
歓
陽
詞
に
は
租
土
製
の
纒
歴
を
墓
誌
や
徳
政
碑
の
通
り
に
後
世
に
残
し
た
い

と
切
望
す
る
事
情
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
梁
の
末
年
、
太
卒
二
年
（
五
五
七
）
頃
に
お
け
る
欧
陽
顧
の
身
の
堅

し
方
に
あ
る
。
欧
陽
頗
に
は
、
前
帝
薫
方
智
の
治
世
下
に
あ
っ
て
肉
南
に
反
旗
を

翻
し
た
薫
勃
に
加
推
し
、
逆
徒
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
暗
い
重
点
が
あ
る
。
そ
の

後
、
陳
の
世
に
「
欧
陽
頗
徳
政
碑
」
を
撰
述
し
た
徐
陵
に
さ
え
、
梁
末
當
時
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

い
て
欧
陽
領
を
「
凶
徒
」
と
誹
る
文
章
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
『
陳
書
』
巻

九
や
『
南
受
』
毬
六
六
の
笹
掻
に
は
、
薫
勃
に
人
質
を
差
し
出
し
て
の
や
む
な
き

加
捲
と
記
さ
れ
る
が
、
清
の
王
黒
鴨
は
『
十
七
史
商
権
』
巻
六
四
、
「
欧
陽
領
傳

『
藝
文
類
聚
』
編
纂
考

多
誤
」
に
徐
陵
「
廣
州
刺
史
欧
陽
頗
徳
政
碑
」
に
言
及
し
た
上
で
、

　
　
　
領
本
無
徳
政
、
史
家
多
溢
美
。
徐
陵
有
前
陳
武
帝
作
相
時
言
嶺
南
酋
豪
書
、

　
　
聖
堂
頗
爲
兇
徒
、
又
有
與
章
司
空
昭
達
書
、
構
頒
之
子
紘
爲
残
兇
。
力
舐
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
一
門
濟
悪
（
頗
本
よ
り
徳
政
無
く
、
史
家
多
だ
溢
美
す
る
の
み
。
徐
陵
に

　
　
「
爲
陳
武
門
作
遺
時
與
嶺
南
酋
豪
書
」
有
り
て
、
既
に
領
を
質
し
て
兇
徒
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
つ

　
　
爲
し
、
又
た
「
與
章
司
空
昭
達
書
」
有
り
て
、
頗
の
子
給
を
稻
し
て
淺
兇
と

　
　
　
　
　
つ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
　
　
　
　
　
そ
し

　
　
爲
す
。
力
め
て
其
の
一
門
の
悪
に
濟
る
を
舐
る
な
り
）
。

と
述
べ
、
欧
陽
頗
に
は
本
題
、
徳
政
と
構
す
べ
き
成
果
も
な
く
、
唐
初
の
史
家

（『

ﾂ
書
』
や
『
南
史
』
の
編
纂
者
）
が
褒
め
そ
や
し
た
に
す
ぎ
な
い
（
引
用
中
の

傍
線
部
）
と
見
る
。
こ
の
見
解
の
安
當
性
は
假
に
措
く
と
し
て
も
、
後
世
の
歴
史

家
に
そ
の
よ
う
な
勃
断
を
抱
か
せ
る
ほ
ど
に
、
欧
陽
領
の
纏
歴
に
は
、
手
放
し
に

構
揚
で
き
な
い
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

い
て
、
「
重
陽
頗
徳
政
碑
」
で
は
次
の
通
り
記
さ
れ
る
。

　
　
　
碧
空
の
際
、
孤
竹
（
伯
夷
・
叔
齊
）
は
爾
ほ
其
れ
哀
歌
し
、
曹
劉
の
聞
、

　
　
蘇
子
（
意
想
）
は
猶
ほ
其
れ
狂
思
す
。
況
ん
や
番
禺
（
墨
東
）
の
連
帥
（
瀟

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
そ
く
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ん
　
　
ま
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
い

　
　
勃
）
の
、
實
に
宗
枝
爲
る
を
や
。
我
が
天
機
を
迷
は
し
、
自
ら
梁
鼎
を
窺
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
公
（
怪
異
頗
）
の
威
名
の
本
よ
り
重
き
を
以
て
、
逼
り
て
前
軍
を
統
べ
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
だ
め
　
　
た
が

　
　
る
も
、
（
天
子
の
）
乾
の
敷
は
違
へ
難
く
、
（
小
人
薫
勃
が
勢
力
を
伸
ば
す
）

　
　
　
　
か
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ

　
　
剥
の
象
は
悔
ゆ
る
に
終
る
。
高
望
（
陳
武
帝
）
永
く
再
認
を
言
ひ
て
、
彌
い

　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し

　
　
よ
奇
功
を
念
ひ
、
即
ち
皇
家
に
訓
へ
、
深
く
朝
湿
を
弘
む
。
（
欧
陽
頗
の
）

　
　
ご
そ
う
し
ゃ
　
わ
ず
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
お
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ち
よ
せ

　
　
櫨
車
の
穐
に
至
れ
ば
、
（
罪
人
を
入
れ
る
）
揺
藻
は
已
に
焚
け
た
り
。
祀
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
わ
い
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
び
ょ
う

　
　
は
夷
吾
（
管
仲
）
に
漏
す
と
し
、
壇
場
は
井
伯
（
春
秋
虞
の
大
夫
）
に
延

　
　
ぶ
。

　
こ
の
文
で
は
、
王
朝
交
代
を
嘆
く
人
物
が
出
る
の
は
世
の
常
で
あ
り
、
梁
の
宗

族
で
あ
る
薫
勃
が
陳
に
玉
上
し
な
か
っ
た
の
も
無
理
な
き
こ
と
と
述
べ
た
後
、
欧

四
七



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

陽
領
は
そ
の
名
著
故
に
瀟
勃
に
利
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
罪
は
さ
ら
さ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
管
仲
や
三
塁
の
『
春
秋
戸
々
傳
』
の
故
事
（
雷
公
十
年
秋
、
同
五

年
冬
）
な
ど
を
用
い
て
繰
り
返
し
丁
寧
に
論
明
す
る
。
欧
陽
詞
は
、
租
父
の
纒
歴

の
暗
部
を
覆
い
隠
し
、
美
匙
を
述
べ
盤
く
し
た
こ
の
徳
政
碑
を
『
藝
文
類
聚
』

「
善
政
」
の
部
に
載
せ
る
こ
と
で
、
や
は
り
善
政
を
な
し
た
高
徳
の
刺
史
欧
陽
顧

と
い
う
評
注
の
み
を
残
そ
う
と
意
圖
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
、
江
縛
「
欧
陽
顧
墓
誌
」
お
よ
び
徐
陵
「
欧
陽
頗
徳
政
碑
」
の
手
録
、
各

部
立
て
へ
の
配
置
の
あ
り
方
か
ら
、
言
わ
ば
欧
陽
顧
優
遇
の
情
況
が
存
在
す
る
こ

と
を
述
べ
、
そ
れ
を
孫
の
欧
陽
詞
に
よ
る
詩
文
選
澤
・
分
類
の
意
志
の
結
果
で
は

な
い
か
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
に
則
る
徐
陵
、
江
縛
の
全
詩
文
の
う

ち
、
『
藝
文
類
聚
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
よ
そ
雫
敷
が
探
録
さ
れ
る
事
實
か
ら
、

該
書
編
纂
者
が
爾
名
の
詩
文
を
高
く
評
贋
し
、
廣
く
探
録
し
た
が
た
め
の
偶
然
の

結
果
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
呈
し
得
る
。
し
か
し
、
現
存
の
詩
文
を
分
母
と
し

て
も
孚
敷
の
選
澤
で
あ
り
、
編
纂
時
に
は
今
よ
り
多
籔
の
作
品
が
傳
存
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
吉
際
に
は
二
分
の
一
よ
り
も
更
に
絞
り
込
ん
だ
選

澤
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
他
で
も
な
い
右
に
見
た
二
つ
の
文
章
が

選
揮
さ
れ
た
の
は
、
た
だ
の
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
や
は
り
、
編
纂
者
歓
陽
詞

の
意
圖
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
は
他
の
編
纂
官
に
も
了
解
を
得
た

上
で
の
編
集
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
彼
の
濁
断
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。

　
『
藝
文
類
聚
』
編
纂
從
事
者
と
し
て
、
計
六
名
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
こ
の
う
ち
、
父
や
租
父
撰
述
の
詩
文
、
も
し
く
は
父
や

租
父
に
つ
い
て
撰
述
さ
れ
た
詩
文
を
探
録
さ
れ
る
者
に
、
欧
陽
詞
の
ほ
か
、
衰
朗

（
後
述
）
、
端
粛
達
、
斐
矩
が
畢
げ
ら
れ
る
。
警
固
達
は
、
陳
の
宣
帝
の
實
子
で
あ

り
、
『
藝
文
類
聚
』
の
歴
代
帝
王
を
ま
と
め
た
帝
王
部
（
巻
十
一
～
十
四
）
の
う

四
八

ち
、
巻
十
四
の
陳
書
帝
の
部
立
て
に
關
捌
す
る
詩
文
が
一
條
（
江
総
「
陳
宣
帝
哀

策
文
」
）
墨
が
る
。
斐
矩
に
つ
い
て
は
、
巻
五
三
、
治
政
部
、
上
使
の
部
に
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

の
甲
斐
訥
之
の
詩
が
一
首
（
「
鄭
館
公
宴
詩
」
五
言
十
二
句
）
、
伯
父
の
斐
譲
之
の

詩
（
「
公
館
謙
訓
南
使
徐
陵
詩
」
五
言
二
四
句
）
と
と
も
に
翠
が
る
。
斐
矩
は
、

春
秋
期
に
遠
租
を
戴
き
、
書
替
よ
り
繁
榮
を
貫
け
た
名
門
貴
族
、
河
東
聞
喜
の
斐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

氏
に
属
す
。
歴
代
顯
官
を
輩
出
し
た
家
系
で
あ
る
。
黒
風
達
は
官
位
に
お
い
て
、

斐
矩
は
官
位
、
年
齢
の
爾
面
で
編
纂
の
主
導
を
果
た
し
て
然
る
べ
き
立
場
に
あ
る

（
注
4
参
照
）
。
何
ら
か
の
事
情
で
主
導
の
任
を
と
ら
ず
、
編
纂
實
務
に
参
與
し
た

だ
け
と
し
て
も
、
他
者
に
封
ず
る
優
位
性
を
考
え
る
と
、
極
め
て
少
な
い
探
録
と

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
内
容
に
お
い
て
も
、
欧
陽
詞
や
二
輪
に
述
べ
る
衷
朗
の
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
は
同
等
に
は
扱
え
ず
、
欧
陽
謁
（
お
よ
び
衰
朗
）
に
醸
す
る
例
の
特
殊
性
が
際

立
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
六
名
が
均
し
く
編
纂
の
工
務
に
参
加
し
、
合
議
で
探
知
す
べ
き
詩
文
を
選
定
の

上
、
配
置
す
べ
き
部
立
て
を
決
定
し
て
い
た
と
指
定
し
た
な
ら
、
欧
陽
訥
（
お
よ

び
震
朗
）
に
溶
し
て
だ
け
、
恣
意
的
と
も
思
え
る
詩
文
の
選
定
、
配
置
が
見
ら
れ

る
は
ず
は
な
い
。
敵
陽
詞
は
、
年
齢
、
官
位
の
い
ず
れ
も
、
決
し
て
他
の
編
纂
官

よ
り
優
位
に
立
つ
と
は
言
え
な
い
し
、
他
の
編
纂
官
に
、
欧
陽
諭
お
よ
び
其
の
租

父
君
を
特
別
臆
す
る
事
情
が
あ
っ
た
と
も
考
え
難
い
。
や
は
り
、
歓
陽
平
に
は
自

ら
の
母
指
で
、
主
観
的
に
探
録
詩
文
を
選
別
し
、
部
立
て
へ
配
置
す
る
こ
と
が
可

能
な
作
業
環
境
が
あ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
現
場
に
お
い
て
編
纂
を
主

導
す
る
役
回
り
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
　
齊
王
文
學
衰
朗
の
積
極
的
關
與

　
前
章
で
は
、
「
文
」
の
部
分
に
探
録
の
詩
文
に
、
欧
陽
詞
の
主
導
悟
了
與
を
窺

わ
せ
る
謹
嫁
を
探
っ
た
が
、
調
査
の
過
程
で
、
更
に
一
名
、
特
異
な
詩
文
探
録
の



例
に
該
當
す
る
人
物
が
見
出
さ
れ
た
。
齊
王
文
學
の
震
朗
で
あ
る
。
蓑
朗
に
も
ま

た
、
そ
の
租
父
衰
君
正
の
死
を
悼
む
沈
燗
撰
「
祭
器
呉
記
号
暗
君
文
」
が
、
巻
三

八
、
禮
部
、
祭
祀
に
牧
め
ら
れ
る
。
蓑
君
正
が
名
聲
の
一
方
で
蓄
財
に
働
み
華
美

な
生
活
を
迭
つ
た
こ
と
、
ま
た
晩
節
を
汚
し
て
失
意
の
う
ち
に
死
去
し
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
梁
書
』
巻
三
一
、
衰
昂
扇
蟹
君
正
命
の
傳
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
嵩
に

遡
れ
る
こ
と
な
く
、
生
前
の
徳
を
慕
う
官
僚
の
弔
問
が
相
潔
い
た
さ
ま
や
、
呉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

統
治
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
の
み
に
綴
れ
る
祭
文
を
探
録
す
る
こ
と
は
、
欧
陽
頒

墓
誌
、
徳
政
碑
に
見
た
例
と
一
致
す
る
。

　
更
に
衰
朗
に
は
、
こ
れ
に
止
ま
ら
な
い
例
を
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、
梁
、
陳
、

階
と
活
躍
し
た
一
大
文
人
、
江
縛
か
ら
蓑
朗
自
身
に
贈
ら
れ
た
詩
の
探
録
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
そ
の
全
艦
を
次
に
墨
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

　
　
　
　
　
「
贈
洗
馬
衰
朗
別
詩
」
　
　
（
巻
二
九
、
人
部
、
別
）

1234567813　12　11　10　9

質
誼
登
朝
日
、

終
軍
封
奏
年
。

校
文
升
廣
内
、

撫
剣
入
崇
賢
。

奇
才
殊
艶
逸
、

將
別
更
留
聯
。

騙
車
命
師
管
、

下
記
面
林
泉
。

池
寒
梢
愛
鷹
、

木
落
三
無
蝉
。

露
侵
山
景
月
、

霜
雫
石
路
煙
。

古
直
談
毎
｛
壁
皿
ハ
尉
心
、

質
置
登
朝
の
日
、

終
軍
封
奏
の
年
。

文
を
校
し
て
羊
雲
に
諮
り
、

創
を
撫
し
て
崇
賢
に
入
る
。

奇
才
殊
に
舗
逸
に
し
て
、

將
に
別
れ
ん
と
し
て
更
に
留
戯
す
。

　
　
　
　
　
お
ん
が
く

車
を
騙
り
て
鏡
管
を
命
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
む
か

棋
坐
し
て
林
泉
に
面
ふ
。

池
寒
く
し
て
稽
や
く
雁
を
下
し
、

　
か
書
落
れ
て
久
し
く
蝿
無
し
。

露
は
脂
汗
の
月
を
侵
し
、

霜
は
石
路
の
煙
を
開
く
。

高
談
し
て
與
に
慰
む
る
も
の
無
け
れ
ば
、

『
藝
文
類
聚
」
編
纂
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が

　
　
1
4
　
遅
爾
…
報
華
篇
。
　
　
爾
の
至
聖
を
報
ぜ
ん
こ
と
を
遅
ふ
。

　
こ
の
詩
で
は
、
始
め
（
1
～
6
句
）
に
衰
朗
を
、
二
十
歳
で
漢
の
文
筆
に
召
さ

れ
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
質
誼
（
『
漢
書
」
巻
四
八
、
費
聖
母
）
や
、
十
八
歳
に
し

て
漢
武
帝
の
業
者
給
事
事
に
指
せ
ら
れ
た
終
生
（
『
漢
書
』
巻
六
四
、
終
軍
傳
）

に
な
ぞ
ら
え
つ
つ
、
そ
の
若
年
に
し
て
才
識
豊
か
で
、
陳
の
宮
中
に
召
し
出
さ
れ

　
お
　た
こ
と
を
述
べ
、
類
い
希
な
才
能
を
惜
し
む
あ
ま
り
、
別
れ
に
臨
ん
で
忽
び
な
い

と
詠
み
出
さ
れ
る
。
中
（
7
～
1
0
句
）
に
は
、
車
を
駆
っ
て
出
か
け
、
迭
別
の
宴

の
席
上
だ
ろ
う
か
、
管
弦
を
奏
し
、
江
絡
と
衰
朗
の
二
人
が
林
中
の
泉
に
向
か
っ

て
共
に
座
す
様
が
詠
わ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
、
秋
を
迎
え
寒
さ
増
す
池
に
飛
來

し
始
め
た
雁
や
、
夏
も
終
わ
り
葉
を
枯
ら
し
た
木
か
ら
姿
を
消
し
た
蝉
を
詠
む
の

に
は
、
三
景
を
踏
ま
え
つ
つ
も
寓
意
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

秋
の
風
物
と
し
て
雁
と
蝉
と
を
詠
む
こ
と
は
、
例
え
ば
播
嶽
「
秋
興
賦
」
（
『
文
選
』

巻
十
三
）
に
「
蝉
曝
嗜
而
寒
吟
分
、
黒
星
瓢
而
南
飛
（
蝉
は
嘩
嘩
と
し
て
寒
吟
し
、

雁
は
瓢
瓢
と
し
て
南
飛
す
）
」
と
あ
る
が
ご
と
く
で
あ
る
が
、
本
詩
で
は
、
秋
の

寒
さ
に
江
東
へ
南
飛
し
て
き
た
雁
が
い
る
一
方
で
、
蝉
は
全
く
姿
を
消
す
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。

　
詩
題
の
「
（
太
子
）
洗
馬
嚢
朗
」
の
官
街
か
ら
は
、
作
詩
の
時
期
が
陳
の
後
主

の
世
と
知
れ
る
が
、
時
に
江
糖
は
尚
書
令
で
あ
っ
た
。
爾
名
と
も
に
朝
廷
に
出
仕

し
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
迭
別
詩
を
贈
る
に
至
っ
た
量
器
を
史
書
の
記
述
か
ら

明
確
に
押
さ
え
る
の
は
難
し
い
。
詩
の
結
び
二
審
か
ら
は
、
こ
の
別
れ
が
短
期
を

念
頭
に
お
い
て
の
も
の
と
は
考
え
が
た
く
、
當
時
に
お
い
て
、
何
か
長
期
の
離
別

を
豫
期
さ
せ
る
事
態
が
生
じ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
可
能
性
を
見

い
だ
せ
る
事
件
が
一
つ
あ
る
。
目
明
二
年
（
五
八
八
）
、
後
壁
は
そ
れ
ま
で
の
太

子
、
す
な
わ
ち
空
心
が
仕
え
て
い
た
胤
を
磨
し
て
呉
興
王
と
な
し
、
揚
州
刺
史
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

藩
王
の
深
を
新
た
に
皇
太
子
に
立
て
た
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

四
九
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に
衰
朗
に
は
地
方
へ
の
導
出
が
決
定
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
と
の
二
相

は
定
か
で
は
な
い
が
、
1
0
句
目
に
詠
わ
れ
た
「
蝉
」
と
は
、
高
潔
の
士
の
象
徴
で

　
　
　
お
　

も
あ
る
。
寒
さ
賜
び
寄
り
、
た
め
に
蝉
が
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の

は
、
不
穏
な
政
治
の
動
き
に
翻
弄
さ
れ
て
中
央
を
去
る
衰
朗
を
高
潔
の
士
と
喩
え

て
の
表
現
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
績
け
て
末
尾
に
は
、
露
、
霜
が
降
り
る
耳
管
出
立
の
朝
に
な
っ
た
と
、
時
の
纒

過
を
描
篤
し
、
共
に
語
り
合
う
こ
と
の
で
き
る
者
が
い
な
く
な
る
か
ら
に
は
、
ど

う
か
便
り
（
詩
文
）
を
寄
せ
て
く
れ
と
締
め
括
る
。
こ
こ
に
は
、
別
れ
行
く
二
型

に
封
ず
る
深
い
惜
別
の
情
と
と
も
に
、
詩
の
冒
頭
同
様
、
衰
朗
の
才
能
に
封
ず
る

愛
惜
と
信
頼
の
情
が
讃
み
取
れ
る
。

　
禎
明
二
年
作
詩
の
推
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
時
に
江
総
七
十
歳
、
衷
朗
は
二

六
歳
（
推
定
）
で
あ
る
。
衰
朗
に
と
っ
て
こ
の
詩
は
、
若
い
時
分
に
時
の
大
官
か

ら
贈
ら
れ
、
自
己
の
才
能
を
紹
贅
さ
れ
た
思
い
出
の
詩
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
右
に
考
察
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
屡
太
子
と

い
う
時
の
流
れ
に
毬
き
込
ま
れ
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
挫
折
感
を
味
わ
っ
て
い

た
頃
に
贈
ら
れ
、
心
の
支
え
と
な
っ
た
詩
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
藝
文
類

聚
』
編
纂
時
に
は
六
十
歳
近
く
に
な
っ
て
い
た
衰
朗
に
と
っ
て
、
自
ら
の
孚
生
を

振
り
返
っ
た
際
に
、
ど
う
し
て
も
「
別
」
の
部
立
て
に
牧
め
た
い
名
作
中
の
名
作

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
と
は
言
え
、
他
人
に
と
っ
て
は
＝
讃
し
て
そ
の
内
容
が
衰
朗
の
才
能
を
紹
賛
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
自
ら
こ
の
詩
を
探
録
す
る
の
に
何
ら
遠

慮
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
の
か
と
、
奇
異
の
念
に
か
ら
れ
る
。
筆
者
は
や
は
り
、

衰
朗
が
そ
れ
を
可
能
と
す
る
立
場
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
衰
朗
は
、
他
な
ら
ぬ
江
総
の
知
遇
を
得
て
陳
朝
に
活
躍
の
場
を
廣
げ
た
の
で
あ

る
が
、
欧
陽
諭
も
ま
た
江
糖
と
は
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
欧
陽
訥

五
〇

は
十
二
歳
に
し
て
、
梁
朝
に
謀
反
を
は
た
ら
い
た
罪
で
父
欧
陽
維
を
謙
殺
さ
れ
、

お
家
取
り
潰
し
の
敷
命
の
な
か
、
江
糖
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
命
を
救
わ
れ
、
養
育

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
欧
陽
諭
と
衰
朗
と
の
導
者
は
、
年
齢
も
五
つ
ほ
ど
し
か
違
わ

ず
、
『
副
文
類
聚
』
編
纂
の
頃
ま
で
に
は
、
衰
朗
が
江
纏
の
知
遇
を
得
た
二
十
歳

あ
た
り
か
ら
四
十
年
近
く
に
及
び
交
際
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
爾
者
の
聞
に

は
、
他
の
編
纂
者
と
の
聞
に
は
な
い
親
密
さ
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
爾
名
に
は
、
個
人
的
關
係
と
は
別
に
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
二
人
を
結
び
つ
け

る
當
時
の
特
殊
な
政
治
背
景
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
『
逐
一
類
聚
』
編
纂
と
武
徳
期
の
皇
位
纏
承
孚
い

　
『
藝
文
類
聚
』
が
編
纂
さ
れ
た
武
徳
期
は
、
皇
帝
李
淵
（
高
租
）
を
中
心
に
、

唐
土
統
一
を
目
指
し
て
割
接
勢
力
の
下
定
が
進
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
王
朝
内
部

で
は
次
代
皇
帝
の
座
を
巡
り
、
皇
太
子
李
建
成
と
秦
王
李
世
民
（
後
の
太
宗
）
と

の
聞
で
激
烈
な
勢
力
孚
い
が
行
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
國
家
の
修
撰
事
業

で
あ
る
『
投
文
類
聚
』
編
纂
も
、
當
然
、
こ
の
二
つ
の
時
代
的
、
政
治
的
動
き
を

背
景
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
、
唐
王
朝
に
よ
る
割
接
勢
力
平
定
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
封

ず
る
本
稿
の
考
察
か
ら
、
『
面
高
類
聚
』
編
纂
の
軟
令
が
下
さ
れ
た
時
期
と
編
纂

の
期
聞
を
、
先
行
研
究
よ
り
更
に
絞
り
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
從
前
に
は
、

史
料
（
注
5
）
よ
り
、
武
徳
五
年
に
救
命
を
受
け
、
同
七
年
九
月
十
七
日
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

三
年
置
い
し
は
二
年
孚
の
期
聞
を
曾
て
成
書
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
武
徳
五

年
の
何
月
か
と
い
う
問
題
は
こ
れ
ま
で
提
起
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、

令
狐
徳
棄
に
よ
る
前
代
史
編
纂
を
願
う
上
奏
と
、
そ
れ
に
封
ず
る
裁
可
の
救
命
を

傳
え
る
『
唐
會
要
』
巻
六
三
、
史
生
の
條
が
参
考
と
な
る
。

　
　
　
武
徳
四
年
十
一
月
、
起
居
舎
人
令
狐
徳
棄
、
嘗
て
從
容
し
て
高
望
に
言
ひ



　
　
て
［
口
は
く
、
近
代
已
來
、
多
く
正
史
無
し
。
梁
陳
及
び
齊
、
猶
ほ
文
籍
有
る

　
　
も
、
応
召
に
至
り
て
は
、
多
く
遺
閾
す
る
有
り
。
当
今
耳
目
猶
ほ
接
し
、
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
ほ
愚
る
べ
き
と
こ
ろ
有
る
も
、
如
し
十
丁
年
を
更
し
後
な
ら
ば
、
恐
ら
く
は

　
　
事
跡
浬
没
し
、
紀
録
す
べ
き
も
の
無
し
。
五
年
十
二
月
二
十
六
日
に
至
り
詔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
す
。
（
…
…
前
代
史
編
纂
の
軟
…
…
）
敷
寝
を
綿
蓋
し
、
寛
に
就
ら
ず
し
て

　
　
や
　
　
　
　
　
　

　
　
罷
み
ぬ
。

　
こ
の
文
か
ら
、
起
居
舎
人
の
令
狐
徳
棄
に
よ
っ
て
前
代
史
編
纂
が
建
言
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
高
租
に
よ
る
敷
面
が
下
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
、
傍
線

を
附
し
た
部
分
に
着
目
す
る
と
、
編
纂
の
建
言
と
そ
れ
を
受
け
た
再
三
と
の
聞
に

約
一
年
の
時
聞
差
が
存
在
す
る
こ
と
に
氣
付
く
。
唐
を
遡
る
こ
と
遠
く
な
い
歴
代

王
朝
の
正
史
が
存
在
せ
ず
、
唐
朝
支
配
集
團
の
租
に
當
た
る
北
周
、
階
に
恋
し
て

は
史
書
編
纂
に
必
要
な
文
書
に
さ
え
撃
茎
く
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
代
王

朝
の
記
憶
の
新
し
い
う
ち
に
急
ぎ
編
纂
に
取
り
掛
か
か
る
の
が
適
當
と
す
る
建
議

を
受
け
て
お
い
て
、
何
ゆ
え
着
手
の
軟
令
ま
で
に
一
年
も
の
空
白
を
生
じ
た
の
か
。

實
は
、
次
の
『
資
治
通
鑑
』
再
主
九
十
、
武
徳
五
年
十
二
月
の
記
述
に
附
す
司
馬

光
引
く
所
の
『
高
黒
石
録
』
に
よ
っ
て
事
情
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
　
　
高
租
實
録
に
「
壬
申
、
太
子
、
黒
闊
と
魏
州
城
下
に
戦
ひ
、
之
を
破
り
、

　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
閾
、
軍
を
抽
け
指
し
て
量
る
。
甲
戌
、
闊
を
毛
州
に
追
ひ
、
賊
永
墨
書
を

　
　
　
　
　
　
じ
ん

　
　
背
に
し
て
陳
し
、
接
戦
し
、
又
た
之
を
破
る
」
と
。
…
…
。
（
司
馬
光
蜜
語
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
蓋
し
雪
景
は
奏
到
れ
る
の
日
に
篠
る
な
り
。

　
『
高
望
實
録
』
冒
頭
の
「
壬
申
」
と
は
二
十
五
日
。
ま
た
、
「
黒
闊
」
と
は
建
國

聞
も
な
い
唐
に
と
っ
て
最
大
の
封
抗
勢
力
で
あ
っ
た
竃
建
徳
の
残
黛
、
劉
黒
闇
を

言
う
。
太
子
（
『
通
鑑
』
本
文
に
よ
れ
ば
書
写
と
の
連
合
軍
）
の
官
軍
が
鎭
定
に

手
を
煩
わ
せ
て
い
た
最
後
の
敵
に
壊
滅
的
打
撃
を
與
え
、
そ
の
吉
報
が
朝
廷
に
も

た
ら
さ
れ
た
の
が
、
傍
線
部
の
司
馬
光
案
語
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
二
十
五
日
で

『
藝
文
類
聚
』
編
纂
考

あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
武
徳
四
年
十
一
月
の
建
議
以
來
待
た
れ
て
い
た
前
代
史
編
纂

の
百
家
事
業
に
註
し
て
詔
救
が
下
さ
れ
た
二
十
六
日
の
前
日
に
當
た
る
。
太
子
の

甘
言
衙
卒
定
を
受
け
、
唐
が
い
よ
い
よ
史
書
編
纂
と
い
う
新
た
な
文
化
事
業
に
踏

み
切
る
機
運
を
得
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　
話
を
『
藝
文
類
聚
』
編
纂
開
始
時
期
（
編
纂
の
下
主
時
期
）
の
問
題
に
も
ど
せ

ば
、
現
存
す
る
史
料
の
少
な
さ
も
あ
っ
て
漠
然
と
「
武
徳
五
年
」
と
の
み
論
じ
ら

れ
て
き
た
開
始
時
期
は
、
「
前
代
史
」
と
同
じ
武
徳
五
年
の
十
二
月
二
十
六
日
あ

る
い
は
そ
れ
以
降
の
式
日
の
内
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
前
代
王
朝
の
正
史
編
纂
と

い
う
、
正
統
王
朝
を
自
任
す
る
唐
に
と
っ
て
不
可
映
の
修
撰
事
業
で
す
ら
、
提
案

を
受
け
つ
つ
も
そ
の
實
施
に
及
べ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
何
に

も
画
工
け
て
『
藝
文
類
聚
』
編
纂
の
み
が
命
じ
ら
れ
た
と
到
箇
す
る
の
は
不
自
然

な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
詩
文
類
聚
』
の
編
纂
期
聞
も
、
右
の
武
徳
五
年
の
年
末

か
ら
七
年
九
月
ま
で
の
お
よ
そ
一
年
九
ヶ
月
と
、
從
來
の
見
込
み
よ
り
更
に
短
期

聞
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
唐
朝
内
部
の
皇
位
纏
承
箏
い
と
い
う
政
治
的
動
き
と
の
重
連
か
ら
は
、

欧
陽
諭
と
蓑
朗
と
を
公
的
に
彊
く
結
び
つ
け
る
要
因
が
見
出
さ
れ
る
。
以
下
に
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

げ
る
の
は
、
『
新
唐
書
』
巻
二
百
一
、
文
藝
傳
、
衰
朗
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
　
武
徳
初
、
隙
太
子
、
秦
王
、
齊
王
と
相
ひ
傾
塾
し
て
名
臣
を
致
し
以
て
自

　
　
助
と
す
。
浜
田
に
讐
雲
底
鋼
、
寳
軌
、
庶
子
斐
矩
、
鄭
善
果
、
友
賀
徳
仁
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　

　
　
洗
馬
魏
徴
、
中
舎
人
王
珪
、
舎
人
徐
師
摸
、
率
愚
書
欧
陽
詞
、
典
膳
監
任
燦
、

　
　
直
典
苫
舟
唐
臨
、
朧
西
公
府
祭
酒
童
挺
、
記
月
参
軍
事
庚
抱
、
旧
領
大
都
督

　
　
面
長
史
唐
憲
有
り
。
屡
国
に
友
干
志
寧
、
心
室
参
軍
事
房
蚕
齢
、
虞
世
南
、

　
　
顔
思
魯
、
諮
議
参
軍
事
詳
論
、
瀟
景
、
兵
曹
杜
如
晦
、
二
曹
楮
逐
良
、
士
曹

　
　
戴
冑
、
閻
立
徳
、
参
軍
事
醇
元
敬
、
察
軽
重
、
主
簿
醇
牧
、
李
道
玄
、
典
籔

　
　
蘇
動
、
文
學
銚
思
廉
、
楮
亮
、
徽
煙
公
儀
文
學
顔
師
古
、
右
元
帥
府
司
馬
薫

五
一



日
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中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

　
　
璃
、
行
軍
元
帥
府
長
門
屈
突
通
、
司
馬
寳
誕
、
天
趣
府
長
史
唐
倹
、
司
馬
封

　
　
倫
、
黒
糖
祭
酒
蘇
世
長
、
兵
曹
参
軍
事
杜
滝
、
倉
曹
李
守
素
、
参
軍
事
諸
相

　
　
時
有
り
。
豊
国
に
記
室
参
軍
事
榮
九
思
、
戸
野
武
士
逸
、
典
籔
嚢
宣
撮
有
り

　
　
て
、
（
衰
）
朗
は
文
學
悟
り
。
從
父
弟
の
（
衰
）
承
序
も
煮
た
名
有
り
て
、

　
　
王
召
し
て
文
學
館
藩
士
と
離
す
。

　
右
は
、
武
徳
初
年
に
お
い
て
太
子
李
建
成
、
秦
王
春
世
民
お
よ
び
齊
王
李
元
吉

が
互
い
に
當
時
の
名
臣
を
招
聰
し
、
自
己
の
政
治
勢
力
彊
化
の
助
け
と
し
た
こ
と

を
述
べ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
太
子
李
建
成
配
下
に
斐
矩
、
歓
陽
詞
が
、
齊
王

命
元
吉
配
下
に
衰
朗
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所
薄
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

こ
の
太
子
と
齊
王
と
が
手
を
組
み
、
當
時
軍
功
を
あ
げ
て
威
名
最
も
盛
ん
だ
っ
た

秦
王
李
世
民
に
封
抗
し
よ
う
と
檬
々
な
計
略
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
章
に
お
い
て
『
属
文
類
聚
』
編
纂
開
始
時
期
と
そ
の
期
聞
を
絞
り
込
む
に
あ

た
り
、
筆
者
は
太
子
、
齊
王
主
導
に
よ
る
劉
黒
闊
討
伐
の
成
功
が
、
當
時
の
國
家

的
修
撰
活
動
開
始
の
契
機
と
な
っ
た
と
指
摘
し
た
が
、
實
は
こ
の
討
伐
も
ま
た
、

太
子
、
齊
王
の
両
名
が
手
柄
を
立
て
る
べ
く
二
三
に
願
い
出
て
實
現
し
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

あ
っ
た
こ
と
が
、
『
蕾
唐
書
』
巻
六
四
、
隠
太
子
建
成
傳
に
記
さ
れ
る
。
『
結
文
類

聚
』
編
纂
は
、
そ
の
直
後
に
、
今
度
は
太
子
に
文
治
の
功
績
を
上
積
み
し
ょ
う
と
、

太
子
李
建
成
と
齊
楽
屋
元
吉
の
主
だ
っ
た
府
僚
が
高
租
の
軟
命
を
受
け
、
編
纂
を

一
手
に
言
お
う
と
書
策
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
先
に
引
い
た
『
新
前
書
』
文
藝
傳
の
記
述
に
は
、
秦
重
重
世
民
の
府
僚
も
多
面

列
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
干
墨
画
、
言
言
齢
、
虞
世
南
、
顔
師
古
ほ

か
、
李
世
民
が
二
時
設
置
し
て
い
た
秦
専
掌
文
學
館
に
十
八
學
士
と
し
て
重
用
さ

れ
た
者
の
名
が
見
え
る
。
特
に
虞
甲
南
に
つ
い
て
は
、
た
だ
に
一
流
の
知
識
人
で

あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
階
に
秘
書
郎
を
務
め
た
お
り
、
官
撰
の
類
書
『
長
洲
玉
筆
』

五
二

の
編
纂
に
携
わ
り
、
ま
た
『
北
堂
書
砂
』
を
私
撰
し
た
纒
験
を
も
持
つ
、
言
わ
ば

類
書
編
纂
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
國
を
興
し
て
初
め
て
の
修
撰
事
業
に
相
當
す

る
『
藝
文
類
聚
』
編
纂
に
、
か
く
も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
始
め
と
し
た
秦
王
府
の

人
材
が
一
人
と
し
て
試
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
重
要
な
事
實
で
あ

る
。
『
藝
文
類
聚
』
と
同
時
期
の
前
代
史
編
纂
に
お
い
て
は
、
東
宮
府
お
よ
び
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

つ
の
心
葉
か
ら
も
均
し
く
府
僚
が
編
纂
の
救
を
受
け
て
お
り
、
政
治
的
属
性
に
偏

り
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
特
異
さ
が
更
に
浮
き
彫
り
と
な
る
。
筆
者
は

前
章
ま
で
に
、
歓
陽
詞
と
衷
朗
と
に
主
観
的
な
詩
文
選
澤
を
可
能
と
す
る
、
編
纂

へ
の
主
導
的
、
積
極
的
關
與
が
あ
っ
た
と
論
じ
た
が
、
太
子
府
下
あ
る
い
は
皇
帝

（
李
淵
）
直
属
に
あ
っ
て
、
太
子
李
建
成
を
後
押
し
す
る
欧
陽
諭
を
主
に
、
太
子

と
共
闘
す
る
齊
王
李
元
吉
の
府
下
よ
り
玉
壷
謁
と
奮
知
の
帯
出
が
加
わ
っ
て
編
纂

　
　
　
　
　
あ
　

を
主
導
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
そ
の
目
的
は
、
新
王
朝
唐
の
文
治
の
象
徴

と
し
て
『
結
文
類
聚
』
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
、
次
代
皇
帝
の
座
を
め
ぐ
り
劣
勢

に
あ
っ
た
太
子
建
成
（
お
よ
び
府
語
群
）
に
、
文
徳
の
榮
碁
を
も
た
ら
す
こ
と
に

あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。

五
　
太
宗
李
世
民
と
『
藝
文
類
聚
』

　
武
徳
九
年
六
月
、
秦
王
李
世
民
は
太
子
李
建
成
と
比
量
李
元
吉
と
を
殺
害
し

（
玄
武
門
の
攣
）
、
同
年
八
月
に
二
代
皇
帝
（
唐
太
宗
）
に
郎
位
し
た
。
『
藝
文
類

聚
』
成
書
後
、
二
年
と
纒
た
ぬ
う
ち
の
出
來
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
太
子
一
派

に
よ
る
書
策
が
全
て
水
泡
に
臨
す
中
、
前
章
所
論
の
通
り
な
ら
、
言
わ
ば
太
子
の

文
徳
を
粉
飾
す
る
意
圖
を
以
て
、
太
子
派
文
人
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
．
『
藝
文
類
聚
』

の
み
が
形
を
留
め
、
傳
存
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
諸
書
序
文
に
は

「
太
子
率
更
令
、
弘
文
館
信
士
、
渤
海
男
、
欧
陽
詞
序
」
と
署
名
す
る
が
、
こ
れ

は
太
宗
印
位
後
の
官
職
、
爵
位
で
あ
る
。
ま
た
中
林
氏
は
序
文
中
の
「
命
代
鷹
期



　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

（
命
代
は
期
に
麿
り
）
」
が
、
本
膳
「
命
世
適
期
」
で
あ
り
、
李
世
民
の
御
名
避
誹

に
よ
る
表
現
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
以
上
の
事
書
は
「
藝
文
類
聚
』
が
太
宗
郎

君
以
降
に
書
聖
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
太
宗
は
、
先
帝
に
献
上
さ
れ
た
該
書
を
雷

電
さ
せ
る
こ
と
な
く
活
用
し
、
書
寓
を
纒
て
、
學
館
、
官
衙
等
に
頒
布
、
利
用
さ

せ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
該
書
は
名
目
上
、
先
帝
李
淵
の
救
撰
書
で
あ
っ
た
し
、

書
物
の
紹
封
量
の
少
な
い
當
時
に
お
い
て
は
貴
重
な
文
献
集
成
で
あ
っ
た
こ
と
も

確
か
で
あ
る
が
、
李
世
民
に
は
、
更
に
『
羅
文
類
聚
』
を
利
用
す
る
相
慮
の
償
還

が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
玄
武
門
の
攣
の
後
、
な
か
ば
高

租
に
迫
る
か
た
ち
で
帝
位
を
縫
承
し
た
彼
に
と
り
、
先
帝
の
編
纂
業
績
を
礼
意
す

る
こ
と
が
、
孝
心
と
帝
位
縫
承
の
正
野
性
を
示
す
象
徴
的
意
味
合
い
を
持
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
二
つ
に
は
、
李
世
民
は
、
く
だ
ん
の
欧
陽
詞
を
含
め
、
も
と
の

太
子
府
下
を
積
極
的
に
臣
下
に
迎
え
た
が
、
彼
ら
編
纂
の
『
響
岩
類
聚
』
に
封
ず

る
尊
重
の
態
度
も
ま
た
懐
柔
策
の
一
つ
と
な
り
得
た
こ
と
で
あ
る
。

　
更
に
、
前
太
子
派
官
僚
の
獲
得
に
つ
い
て
言
え
ば
、
欧
陽
詞
は
太
宗
個
人
に
と
っ

て
是
非
と
も
手
元
に
迎
え
た
い
人
材
で
あ
っ
た
。
『
奮
良
書
』
の
本
傳
に
よ
れ
ば
、

當
時
、
欧
陽
詞
は
書
家
と
し
て
そ
の
名
を
渤
海
に
ま
で
知
ら
れ
た
名
人
で
あ
り
、

そ
の
書
風
は
、
始
め
王
義
之
の
書
に
學
び
、
後
に
搦
自
の
登
展
を
逐
げ
て
當
代
最

高
峰
の
境
地
に
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
巻
一
八
九
、
儒
學
傳
、
欧
陽
謁
）
。
こ

の
よ
う
な
彼
は
、
王
義
之
に
心
醇
し
、
書
に
野
す
る
拉
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
抱
く
太

宗
に
は
憧
れ
の
人
物
で
す
ら
あ
っ
た
ろ
う
。
歓
陽
論
は
太
宗
に
よ
っ
て
弘
文
館
學

士
に
迎
え
ら
れ
、
古
参
の
虞
津
南
と
と
も
に
書
法
の
講
義
を
依
頼
さ
れ
た
し
、
彼

の
臨
模
し
た
「
蘭
虫
序
」
（
「
定
武
本
江
差
序
」
）
を
太
宗
は
誰
の
臨
模
よ
り
も
優

れ
て
い
る
と
し
て
、
石
に
刻
さ
せ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
る
。
欧
陽
詞
が
、
か
よ

う
に
丁
重
な
待
遇
を
受
け
た
こ
と
も
、
彼
が
編
纂
を
主
導
し
た
『
藝
文
類
聚
』
の

存
績
に
は
好
都
合
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

『
藝
文
類
聚
』
編
纂
考

　
以
上
、
本
稿
は
、
『
記
文
類
聚
』
牧
載
詩
文
に
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
特
異
な

事
例
か
ら
、
該
書
が
欧
陽
謁
⊥
土
導
の
も
と
、
皇
位
纏
聖
主
い
に
資
す
る
べ
く
太
子

派
文
人
直
下
に
成
立
し
た
弟
子
を
論
じ
、
太
子
が
敗
れ
た
後
に
は
、
皇
位
を
勝
ち

取
っ
た
太
宗
李
世
民
に
業
績
を
横
奪
、
利
用
さ
れ
た
と
す
る
成
書
後
の
結
末
に
言

及
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
實
は
該
書
の
み
に
止
ま
ら
な
い
。
多
く
の
敷

撰
類
書
編
纂
の
背
景
に
、
政
治
的
黒
質
が
指
摘
さ
れ
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

『
太
李
御
覧
』
『
永
樂
大
典
』
『
古
今
圖
書
集
成
』
等
、
名
だ
た
る
類
書
が
そ
の
例

に
雪
げ
ら
れ
る
。
類
書
は
實
に
文
治
の
象
徴
と
し
て
、
歴
代
王
朝
に
お
い
て
灌
力

の
誇
示
、
正
當
性
の
宣
揚
に
利
用
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　
救
撰
類
書
は
、
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
は
文
献
の
一
大
集
成
と
し
て
活
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
に
如
何
な
る
思
惑
が
あ
っ
た
か
、
編
集
に
如
何
な
る

誤
謬
が
働
い
た
か
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
、
類
書
牧
載

の
封
象
と
な
る
詩
文
に
思
し
て
編
纂
者
の
償
値
鯖
雲
が
働
い
て
い
る
以
上
、
編
集

と
い
う
行
爲
を
考
え
る
こ
と
で
、
新
た
に
獲
見
で
き
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
は
ず

　
　
　
　
　

で
あ
る
。
類
書
に
よ
り
今
に
傳
存
す
る
文
献
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
、
編
纂
者
の
目

を
通
し
て
儲
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
事
實
で
あ
り
、
類
書
自
髄

に
封
ず
る
研
究
に
は
急
な
る
蓄
積
が
必
要
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

注（
1
）
　
『
無
文
類
聚
』
を
縮
合
的
に
論
じ
た
主
な
先
行
研
究
に
以
下
が
あ
る
。

　
①
発
意
檀
校
『
藝
文
類
聚
』
所
掲
裏
道
静
「
前
言
」
（
中
華
卜
者
、
一
九
六
五
年
）
。

　
町
道
静
『
乳
鉢
古
代
典
籍
十
講
」
第
四
章
第
一
節
（
復
二
大
學
出
版
杜
、
二
〇
〇
四

　
年
）
に
拉
録
。
／
②
胡
道
静
『
中
國
古
代
的
類
書
』
第
五
章
第
一
節
（
中
華
書
局
、

　
　
一
九
八
二
年
）
／
③
中
林
史
朗
「
『
藝
文
類
聚
』
縮
説
」
大
東
文
化
大
學
東
洋
研
究

五
三



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

　
　
所
「
藝
文
類
聚
」
研
究
班
編
『
藝
文
類
聚
（
巻
一
）
訓
讃
美
索
引
』
所
牧
（
大
東
文

　
　
化
大
學
東
洋
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
）
。
中
林
史
朗
「
『
近
文
類
聚
』
讃
書
箭
記
」
加

　
　
地
伸
行
（
研
究
代
表
）
『
類
書
の
縛
合
的
研
究
』
（
卒
成
六
・
七
年
度
科
學
研
究
費
補

　
　
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
六
年
）
に
出
直
。

（
2
）
　
『
藝
文
類
聚
』
の
テ
キ
ス
ト
に
焦
匙
を
當
て
た
研
究
は
少
な
い
。
圧
紹
榴
校
『
藝

　
　
文
類
聚
」
（
前
掲
注
1
の
①
）
に
は
、
二
道
静
「
前
言
」
や
涯
紹
榴
「
校
序
」
に
若

　
　
干
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
目
下
、
こ
の
普
請
櫨
校
本
（
上
海
叢
書
館
藏
紹
興
業
閲
宋

　
　
刻
本
を
底
本
と
す
る
）
が
通
行
し
て
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
こ
れ
を
テ
キ
ス
ト
に

　
　
探
労
す
る
。
ま
た
、
大
東
文
化
大
學
東
洋
研
究
所
「
藝
文
類
聚
」
研
究
班
に
よ
っ
て
、

　
　
『
藝
文
類
聚
訓
讃
付
索
引
』
が
巻
ご
と
に
順
次
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
（
二
〇
〇
九
年

　
　
十
二
月
現
在
、
巻
一
～
十
六
お
よ
び
八
十
～
八
二
が
既
刊
）
、
こ
れ
に
は
、
詳
細
な

　
　
「
校
異
」
が
附
さ
れ
、
『
言
文
類
聚
』
の
テ
キ
ス
ト
利
用
に
お
い
て
多
大
な
便
宜
を
供

　
　
す
る
。
ま
た
、
筆
者
は
か
つ
て
拙
稿
「
避
謹
に
よ
る
当
代
類
書
の
部
立
て
改
心
に
つ

　
　
い
て
一
『
藝
文
類
聚
』
に
お
け
る
改
字
を
中
心
に
一
」
『
九
州
中
國
學
會
報
』
第
四

　
　
六
巻
（
九
州
中
國
學
會
、
二
〇
〇
八
年
）
に
お
い
て
、
唐
代
詰
牢
に
よ
る
『
藝
文
類

　
　
聚
』
の
部
立
て
、
載
録
文
献
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
改
攣
の
問
題
を
論
じ
た
。

（
3
）
　
『
藝
文
類
聚
』
編
纂
に
關
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
胡
氏
（
前
掲
注
1
の
②
）
お

　
　
よ
び
中
林
氏
（
前
掲
注
！
の
③
）
に
論
考
が
あ
る
。
以
下
、
本
論
に
お
け
る
百
官
見

　
　
解
の
引
用
は
、
全
て
こ
れ
ら
二
種
の
論
考
に
入
る
。

（
4
）
　
欧
陽
謁
を
含
む
六
名
の
生
卒
年
、
お
よ
び
武
徳
五
年
（
六
二
二
）
に
『
藝
文
類
聚
」

　
　
編
纂
の
救
命
が
下
さ
れ
た
當
時
の
官
職
（
品
階
）
、
年
齢
は
、
次
の
通
り
。
生
古
年

　
　
は
、
張
撚
之
ほ
か
庭
蔵
『
中
言
歴
代
人
名
大
斗
星
」
（
上
海
古
籍
出
版
杜
、
一
九
九

　
　
九
年
）
に
依
善
し
、
生
卒
遽
不
明
の
者
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
の
推
定
を
記
し
、

　
　
そ
の
根
接
を
附
記
し
た
。
官
職
の
品
階
は
、
『
薔
窺
書
」
巻
四
二
、
職
官
志
に
櫨
っ

　
　
た
。

　
　
國
陽
圓
（
五
五
七
～
六
四
一
）
、
給
事
中
（
正
五
品
上
）
、
六
六
歳
。

　
　
※
『
新
唐
書
』
巻
二
百
＝
表
朗
傳
は
、
武
徳
初
に
太
子
率
更
令
（
從
四
品
上
）
で
あ
っ

五
四

　
　
た
と
す
る
（
後
述
）
。

　
園
圏
（
五
七
二
？
～
六
三
五
）
、
侍
中
（
正
三
品
）
江
國
公
（
從
一
品
）
、
五
一
歳
？
。

　
　
※
陳
宣
帝
の
第
十
六
子
、
一
説
に
十
七
子
（
『
陳
書
』
巻
二
八
）
。
生
年
不
詳
で
あ
り
、

　
　
『
陳
書
』
で
陳
宣
帝
第
十
六
子
と
さ
れ
る
陳
叔
愼
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
生
ま
れ
と
想
定

　
　
し
、
今
は
假
に
叔
愼
の
生
年
を
以
て
叔
達
の
そ
れ
に
充
て
る
。

　
閣
園
（
五
四
七
？
～
六
二
七
）
、
太
子
繋
累
（
從
三
品
）
、
七
六
歳
？
。

　
　
※
生
年
は
、
父
の
訥
之
が
北
齊
太
子
舎
人
（
文
宣
帝
即
位
時
〔
五
五
〇
年
〕
の
官
）

　
　
で
死
去
し
た
お
り
、
幼
見
で
あ
っ
た
と
す
る
『
下
平
書
』
巻
六
三
斐
矩
傳
の
記
述

　
　
（
磁
器
之
、
北
齊
太
子
舎
人
、
矩
禰
単
車
孤
）
よ
り
、
假
に
五
五
〇
年
に
四
歳
と
し

　
　
て
推
算
。

　
囹
閥
園
（
五
八
三
～
六
六
六
）
、
秘
書
丞
（
正
五
洋
上
）
、
四
十
歳
。

　
園
圃
（
五
六
三
？
～
貞
観
初
）
、
齊
王
文
學
（
正
六
品
下
）
、
六
十
歳
？
。

　
　
※
陳
後
置
の
初
年
、
至
徳
元
年
（
五
八
三
）
に
二
十
歳
で
あ
っ
た
（
後
掲
注
2
3
）
と

　
　
假
黒
し
推
算
。

　
　
翻
圏
（
五
七
二
～
六
五
三
）
、
太
子
舎
人
（
正
六
品
上
）
、
五
一
歳
。

（
5
）
　
『
漏
精
類
聚
』
編
纂
を
傳
え
る
史
料
は
、
次
の
六
條
で
あ
る
。

　
　
①
『
奮
押
書
』
巻
七
三
、
令
狐
徳
蒙
傳
「
（
武
徳
）
五
年
、
（
令
狐
徳
菓
）
遷
秘
書
丞
、

　
　
與
侍
中
古
例
達
等
受
詔
撰
説
文
類
聚
。
」
／
②
『
奮
儒
書
』
巻
一
八
八
、
孝
友
傳
、

　
　
趙
弘
智
「
（
武
徳
）
初
事
秘
書
丞
子
狐
徳
棄
、
掌
記
文
學
衰
朗
等
十
敷
人
同
修
藝
文

　
　
類
聚
。
」
／
③
『
奮
窺
書
』
巻
一
八
九
、
儒
予
習
、
欧
陽
詞
「
武
徳
七
年
、
詔
與
嚢

　
　
矩
、
陳
叔
達
撰
藝
文
類
聚
一
百
毬
、
奏
之
、
賜
吊
二
百
段
。
」
／
④
『
奮
唐
書
』
巻

　
　
四
七
、
経
籍
志
「
藝
文
類
聚
一
百
巻
、
欧
陽
詞
等
撰
。
」
／
⑤
『
新
唐
書
』
巻
五
九
、

　
　
序
文
志
「
欧
陽
石
心
文
類
聚
一
百
巻
、
令
狐
徳
棄
、
亡
八
、
趙
弘
智
等
同
脩
。
」
／

　
　
⑥
『
暗
宿
要
』
巻
三
六
、
修
撰
「
武
徳
七
年
九
月
十
七
日
、
給
餌
中
欧
陽
諭
奉
敷
撰

　
　
藝
文
類
聚
成
、
上
之
。
」

（
6
）
　
拙
稿
「
唐
創
業
期
の
『
類
書
』
概
念
1
『
青
苔
類
聚
』
と
『
群
書
治
要
』
を
手
が

　
　
か
り
と
し
て
一
」
『
中
帯
文
學
論
集
』
第
三
五
號
（
九
州
大
學
中
國
文
學
會
、
二
〇



　
　
〇
六
年
）
に
お
い
て
、
「
類
書
」
と
い
う
目
録
概
念
が
、
唐
開
元
年
聞
以
降
に
成
立

　
　
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
藝
文
類
聚
』
成
立
時
を
含
む
唐
初
期
以
前
に
は
、
雑
家
と
し

　
　
て
ま
と
め
ら
れ
、
特
に
救
撰
書
に
つ
い
て
は
、
皇
帝
の
群
書
要
覧
書
、
言
わ
ば
讃
む

　
　
た
あ
の
帝
王
學
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

（
7
）
　
序
文
に
は
「
江
別
文
選
、
看
取
其
文
、
皇
覧
遍
（
面
作
偏
、
今
改
）
略
、
直
書
其

　
　
事
。
文
義
既
殊
、
尋
検
難
一
（
薫
別
・
文
選
は
、
專
ら
其
の
文
を
取
り
、
皇
覧
・
遍

　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と

　
　
略
は
、
直
に
其
の
事
を
書
す
の
み
。
文
義
既
に
殊
な
れ
ば
、
尋
検
一
な
り
難
し
）
。
」

　
　
と
あ
る
。
右
に
言
う
「
皇
覧
」
と
は
魏
文
帝
曹
　
救
撰
の
『
皇
覧
』
、
「
遍
略
」
と
は

　
　
南
朝
梁
の
武
帝
薫
衙
救
撰
の
『
華
林
遍
略
』
を
指
す
。

（
8
）
　
同
一
部
立
て
内
に
同
一
人
の
同
題
の
詩
文
が
「
又
日
」
に
よ
っ
て
拉
列
さ
れ
る
も

　
　
の
は
、
重
複
と
見
な
さ
な
い
。
稀
に
二
つ
以
上
の
部
立
て
に
重
複
す
る
も
の
が
見
ら

　
　
れ
る
が
、
そ
の
大
多
数
は
巻
八
二
お
よ
び
雀
八
六
～
八
九
に
集
中
す
る
。
こ
れ
は
、

　
　
胡
道
学
「
前
言
」
（
前
掲
注
1
の
①
）
に
引
く
凋
野
や
陳
揆
の
指
摘
「
爲
野
読
：

　
　
『
八
十
五
至
八
十
七
三
巻
中
、
宋
本
川
雑
齪
無
緒
。
』
陳
揆
認
爲
這
三
巻
『
似
有
後
人

　
　
倉
入
庭
、
非
率
更
原
書
』
」
に
符
合
す
る
と
こ
ろ
が
有
り
、
武
徳
七
年
の
成
書
時
に

　
　
は
な
か
っ
た
重
複
が
、
流
傳
過
程
で
生
じ
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
9
）
　
中
津
濱
半
睡
『
藝
文
類
聚
引
書
索
引
』
改
訂
版
（
中
歯
出
版
杜
、
一
九
七
七
年
）

　
　
に
基
づ
き
筆
者
が
集
計
し
た
。

（
1
0
）
　
テ
キ
ス
ト
は
『
望
診
類
聚
』
に
曇
り
つ
つ
、
『
江
令
君
子
』
（
『
漢
魏
六
朝
百
三
名

　
　
家
集
』
）
所
牧
の
同
文
に
よ
っ
て
字
句
を
改
め
た
。
そ
の
場
合
、
『
藝
文
類
聚
』
の
テ

　
　
キ
ス
ト
を
（
括
弧
）
に
入
れ
て
附
記
す
る
。
ま
た
、
便
宜
的
に
段
落
を
分
け
、
記
號

　
　
（
ア
）
～
（
力
）
を
附
す
。

　
　
（
ア
）
公
家
習
尚
書
、
少
府
儒
高
悪
漢
冊
、
世
居
渤
海
、
太
守
文
重
乎
晋
原
。
中
原

　
　
喪
齪
、
避
地
南
徒
。
（
イ
）
公
孝
敬
純
深
、
友
悌
惇
睦
。
面
積
遺
財
、
拉
譲
諸
車
、

　
　
兼
賜
同
壌
。
（
ウ
）
公
含
章
（
率
）
内
映
、
遠
識
沈
通
。
窒
嗜
欲
、
謹
言
行
、
資
貞

　
　
幹
、
事
々
隅
。
（
エ
）
梁
品
書
造
、
凶
謡
本
凌
。
公
被
鏡
執
兇
、
有
志
匡
復
。
重
過

　
　
元
帝
授
散
騎
常
侍
、
東
衡
州
刺
史
、
始
興
縣
侯
。
而
犬
戎
殺
逆
、
宗
杜
播
遷
。
（
オ
）

　
　
　
　
　
　
『
藝
文
類
聚
』
編
纂
考

　
　
歯
間
揖
譲
、
仮
編
高
租
、
艮
町
惟
奮
、
授
（
横
）
使
持
節
、
都
督
南
衡
二
十
二
州
諸

　
　
軍
事
、
廣
州
刺
史
。
進
爲
開
府
儀
同
輩
司
、
山
陽
郡
公
、
患
畜
征
南
將
軍
、
加
鼓
吹

　
　
一
部
。
巫
山
遠
曲
、
喧
（
誼
）
息
吹
於
日
南
、
芳
樹
清
音
、
粛
軍
容
於
海
戴
。
追
贈

　
　
車
騎
將
軍
、
司
空
。
（
力
）
公
渉
猟
野
芝
、
優
游
百
舌
。
寛
径
省
賦
、
化
百
（
伯
）

　
　
越
之
婦
心
、
撫
寒
暑
膠
、
感
三
軍
之
死
力
。
在
室
如
賓
、
西
漸
屋
漏
、
不
盒
爲
寳
、

　
　
歯
面
人
知
。
殺
青
蛙
兼
爾
之
疑
、
慧
＋
以
煎
豆
雲
珠
之
諺
。
如
羊
如
粟
、
不
改
夷
齊
回
心
、

　
　
嘉
慶
遺
風
、
方
留
豹
産
之
徳
。

（
1
1
）
　
紙
幅
の
都
合
上
、
本
論
中
に
全
文
は
墾
げ
な
い
。
通
行
本
の
九
四
五
～
九
四
七
頁

　
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
許
逸
民
校
箋
『
皇
陵
集
校
箋
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇

　
　
八
年
）
巻
九
二
牧
の
同
文
を
参
照
し
た
。

（
1
2
）
　
「
爲
陳
武
帝
作
相
恩
與
嶺
南
酋
毒
血
」
『
徐
昌
泰
校
箋
』
（
前
掲
注
1
1
）
巻
七
に

　
　
「
比
春
初
、
（
瀟
勃
）
便
重
大
都
督
欧
陽
領
、
塊
口
城
主
傅
泰
等
、
凶
徒
敷
十
、
逐
到

　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
お

　
　
臨
川
（
春
初
の
比
ひ
、
〔
瀟
勃
〕
便
ち
大
都
督
欧
陽
頒
、
借
金
城
主
傅
泰
等
、
凶
徒

　
　
敷
十
を
遣
は
し
、
逐
に
臨
川
に
到
ら
し
む
）
」
と
あ
る
。

（
1
3
）
　
『
徐
陵
草
聖
箋
』
（
前
掲
注
1
1
）
巻
八
に
「
所
鯨
残
凶
、
惟
有
欧
維
（
鯨
る
所
の
残

　
　
　
　
た
だ

　
　
凶
、
惟
だ
欧
乾
有
る
の
み
）
」
と
あ
る
。

（
1
4
）
　
商
周
之
際
、
孤
竹
尚
其
哀
歌
、
曹
劉
之
閲
、
蘇
子
熊
紐
帯
叩
犬
。
況
番
禺
連
帥
、
實

　
　
爲
（
謂
）
宗
枝
。
迷
我
天
機
、
自
認
呑
吐
。
以
公
威
名
本
重
、
逼
統
前
軍
、
乾
数
難

　
　
違
、
剥
象
終
曲
。
高
命
永
言
質
蕾
、
彌
念
奇
功
、
即
訓
皇
家
、
深
弘
朝
綱
。
濫
車
穐

　
　
至
、
輿
襯
已
焚
。
祠
史
馬
副
夷
吾
、
．
壇
場
延
於
井
伯
。
※
テ
キ
ス
ト
は
『
藝
文
類
聚
』

　
　
に
由
り
、
『
徐
陵
集
校
箋
』
（
前
掲
注
1
1
）
巻
九
所
牧
の
同
文
に
よ
っ
て
字
句
を
改
め
、

　
　
も
と
の
テ
キ
ス
ト
を
（
括
弧
）
に
入
れ
て
附
記
し
た
。

（
1
5
）
　
斐
譲
之
は
、
巻
五
九
、
武
部
に
も
「
北
征
詩
」
一
首
が
探
ら
れ
る
。

（
1
6
）
　
周
征
松
『
魏
曹
階
霊
的
河
東
装
氏
』
（
山
西
教
育
出
版
耐
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参

　
　
照
。

（
1
7
）
　
陳
叔
達
、
斐
矩
の
爾
名
は
、
實
務
に
從
令
せ
ず
と
も
名
讐
纏
纂
と
し
て
序
文
撰
述

　
　
の
紅
蓮
が
可
能
な
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
役
目
に
與
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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爾
名
の
編
纂
へ
の
關
與
が
薄
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
雨
者
は
そ
れ
ぞ

　
　
れ
國
家
の
大
官
、
重
臣
（
長
老
）
と
し
て
、
編
纂
の
下
関
時
に
名
を
列
ね
た
程
度
の

　
　
關
與
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
1
8
）
　
陳
昏
乱
の
哀
要
文
牧
載
は
、
『
玉
文
類
聚
』
に
お
け
る
帝
王
部
撰
述
の
流
れ
に
お

　
　
け
る
當
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
斐
訥
之
、
垣
生
之
の
上
世
は
、
と
も
に
自
國
北
齊
と

　
　
南
朝
陳
と
の
友
好
を
言
祝
ぐ
内
容
で
あ
り
、
特
に
各
作
者
の
辛
気
役
と
し
て
の
有
能

　
　
ぶ
り
を
示
す
こ
と
も
な
い
。
撰
述
の
詩
文
が
探
録
さ
れ
る
こ
と
自
艦
が
名
讐
で
あ
っ

　
　
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
刺
史
部
や
善
政
部
に
そ
の
業
績
が
讃
え
ら
れ
る
名
讐
に
比

　
　
べ
れ
ば
、
明
ら
か
に
格
段
の
差
が
あ
る
。
こ
れ
ら
陳
宣
帝
の
部
立
て
、
嚢
訥
之
、
斐

　
　
譲
之
の
詩
の
三
型
は
、
そ
の
子
、
陳
叔
達
、
斐
矩
に
よ
る
孝
心
の
嚢
露
、
も
し
く
は

　
　
自
己
（
自
家
）
の
名
碁
欲
に
よ
る
作
爲
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
筆
者
が
考
え
る
編

　
　
富
山
導
者
た
る
欧
陽
詞
に
よ
る
上
役
へ
の
配
慮
と
考
え
る
。

（
1
9
）
　
詩
文
探
録
の
作
業
が
巻
ご
と
の
分
霊
で
な
い
こ
と
は
、
「
文
」
の
部
分
に
語
録
の

　
　
詩
文
に
重
複
が
無
い
こ
と
（
前
掲
注
8
）
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
『
藝
文
類
聚
』
編

　
　
纂
の
工
程
と
し
て
、
當
時
傳
存
の
総
集
・
別
集
か
ら
、
ひ
と
所
に
詩
文
を
牧
集
、
蓄

　
　
隠
し
た
後
、
一
條
ご
と
に
内
容
に
薫
じ
た
分
類
を
行
い
、
時
に
節
略
を
加
え
、
あ
ら

　
　
か
じ
め
定
め
て
お
い
た
部
立
て
に
臨
厩
さ
せ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
で
な
け

　
　
れ
ば
、
一
條
の
詩
文
が
内
包
す
る
事
柄
の
多
様
性
に
鷹
じ
て
、
複
敷
の
部
立
て
に
重

　
　
複
し
て
探
録
さ
れ
る
例
が
頻
繁
に
看
取
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
事
實
、
階
の
救
撰
類

　
　
書
『
長
洲
性
善
」
の
編
纂
上
の
工
夫
を
述
べ
た
以
下
の
記
述
（
〔
宋
〕
晃
載
之
輯

　
　
『
績
談
助
』
巻
四
所
引
〔
唐
〕
杜
寳
撰
『
大
業
雑
記
』
、
叢
書
集
成
初
編
所
牧
本
）
に

　
　
は
、
梁
の
『
華
林
遍
略
』
に
重
複
記
事
が
多
相
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

　
　
（
傍
線
部
を
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
今
、
文
二
又
富
南
朝
、
乱
撃
遺
事
多
於
編
略
。
然
諾
朝
學
士
弔
事
意
各
不
同
。
至

　
　
如
「
寳
剣
出
自
昆
吾
漢
。
照
人
如
霊
水
、
切
玉
心
切
泥
」
序
剣
六
書
録
爲
剣
事
、
序

　
　
渓
者
亦
取
上
臣
事
、
豊
玉
者
亦
編
爲
近
事
。
以
此
重
出
、
是
吉
野
多
。
至
如
玉
鏡
則

　
　
公
然
（
今
〔
『
長
洲
玉
江
』
編
纂
時
〕
、
文
□
〔
闘
一
字
〕
は
又
入
朝
よ
り
も
富
み
、

是
を
以
て
事
を
取
る
こ
と
編
略
よ
り
多
し
。

お
の
お
の

各
同
じ
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
五
六

然
し
て
梁
朝
の
敵
塁
は
事
を
取
る
に
意

「
寳
剣
出
自
昆
吾
渓
。
照
人
如
照
水
、
単
玉
細
切
泥
」
の
如
き
に

至
り
て
は
、
剣
を
序
す
る
者
は
書
く
録
し
て
創
の
事
と
署
し
、
渓
を
序
す
る
者
も
亦

た
取
り
て
漢
の
事
と
議
し
、
玉
を
撰
す
る
者
も
亦
た
思
し
て
玉
の
事
と
爲
す
。
此
を

　
　
以
て
重
出
し
、
是
を
以
て
巻
多
し
。
玉
鏡
の
如
き
に
至
り
て
は
則
ち
然
ら
ず
）
。

（
2
0
）
　
君
正
當
官
漫
事
有
名
稻
、
而
蓄
聚
財
産
、
服
玩
靡
麗
、
賊
遣
甲
子
挽
攻
之
。
：
：

　
　
君
上
性
怯
儒
、
乃
迭
米
倉
牛
酒
、
郊
迎
子
悦
。
子
悦
既
至
、
掠
奪
其
財
物
子
女
。
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ

　
　
是
感
疾
卒
（
君
正
官
に
曇
り
事
に
在
み
て
名
稻
有
り
、
而
る
に
財
産
を
蓄
聚
し
、

　
　
無
勢
典
麗
た
り
、
賊
干
子
悦
を
遣
は
し
て
之
を
黒
む
。
…
…
君
正
性
怯
儒
な
れ

　
　
ば
、
乃
ち
米
及
び
牛
酒
を
迭
り
、
郊
に
子
悦
を
迎
ふ
。
子
悦
既
に
至
り
、
其
の
財
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か

　
　
子
女
を
掠
奪
す
。
是
に
因
り
て
疾
に
解
り
卒
す
）
。

（
2
1
）
　
沈
燗
撰
「
祭
梁
呉
興
衰
府
羅
文
」
の
冒
頭
部
分
に
該
臭
し
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
テ
キ
ス
ト
は
『
藝
文
類
聚
』
に
よ
る
。
沈
燗
『
沈
侍
中
集
』
（
『
漢
魏
六
朝
百
三
名
家

　
　
集
』
）
と
の
聞
に
異
同
は
な
い
。
ま
た
、
皆
無
君
（
府
君
は
太
守
の
稻
）
が
衰
君
正

　
　
を
指
す
こ
と
は
、
『
潮
回
』
全
篇
に
お
け
る
蓑
氏
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。
『
陳
書
』

　
　
巻
十
九
、
沈
潜
傳
に
は
、
蓑
君
正
が
呉
郡
太
守
の
お
り
、
沈
燗
は
呉
縣
の
令
で
あ
っ

　
　
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
祭
文
中
に
お
け
る
次
の
記
述
「
霧
以
不
敏
、
出
宰
句
呉

　
　
ひ
そ
か
　
　
わ
た
く
し

　
　
（
霧
に
不
敏
を
以
て
、
句
呉
に
出
立
せ
し
む
）
」
か
ら
は
、
そ
れ
が
衰
君
正
に
よ
る
抜

　
　
擢
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
夫
妻
鳴
当
切
、
響
韻
相
半
。
桂
下
書
芽
、
期
細
金
斯
。
道
合
一
朝
、
豊
忘
千
載
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
益
者
明
徳
世
彦
、
振
縷
王
室
、
坐
囎
大
邦
、
顯
治
豊
麗
（
夫
れ
宮
鳴
り
て
徴
鷹
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
　
　
　
　
こ
じ
ん
の
と
く
　
　
さ
た
め
　
　
か
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
と
う
ご
う

　
　
韻
を
響
か
せ
て
相
ひ
趨
る
。
桂
室
蘭
券
、
期
て
曇
り
て
斯
に
在
り
。
一
朝
に
道
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
き

　
　
せ
し
こ
と
、
豊
に
千
載
に
忘
れ
ん
や
。
日
者
に
は
徳
を
世
彦
に
明
ら
か
に
し
、
縷
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

　
　
王
室
に
振
ひ
、
大
邦
〔
呉
〕
に
坐
囎
し
、
治
を
巨
益
〔
呉
〕
「
に
顯
す
）
。

（
2
2
）
　
テ
キ
ス
ト
は
『
藝
文
類
聚
』
に
篠
る
。
『
無
害
君
田
』
（
『
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
』

　
　
に
よ
る
）
墨
黒
の
甲
虫
に
よ
っ
て
、
第
1
1
句
の
「
山
上
」
を
「
山
扉
」
に
改
め
た
。

（
2
3
）
　
衰
朗
は
陳
の
秘
書
郎
に
起
降
し
た
。
江
纏
の
知
遇
を
得
た
こ
と
で
陳
の
後
主
の
面



　
　
前
で
賦
を
作
る
機
會
に
返
り
、
才
能
を
認
め
ら
れ
て
太
子
洗
馬
、
徳
教
殿
（
宮
中
藏

　
　
書
所
）
學
士
に
抜
擢
さ
れ
た
（
『
新
唐
書
」
巻
二
〇
一
、
層
文
藝
傳
、
衰
朗
）
。
送
別
詩

　
　
に
衰
朗
出
仕
の
始
あ
を
書
留
、
追
悼
に
な
ぞ
ら
え
る
と
こ
ろ
が
ら
、
衰
朗
起
家
の
陳

　
　
後
主
初
年
に
二
十
歳
前
後
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

（
2
4
）
　
『
陳
書
』
巻
六
、
後
主
紀
よ
り
、
禎
明
二
年
六
月
の
條
を
参
照
。

（
2
5
）
　
川
合
康
三
「
蝉
の
詩
に
見
る
詩
の
韓
攣
」
『
中
國
文
學
報
』
第
五
七
冊
（
京
都
大

　
　
學
中
國
文
學
會
、
一
九
九
八
年
目
の
ち
『
中
業
の
ア
ル
バ
ー
系
譜
の
詩
學
』
汲
古
書

　
　
院
、
二
〇
〇
三
年
に
所
与
）
を
参
照
。
川
合
氏
は
、
論
中
で
、
中
國
に
お
い
て
蝉
を

　
　
高
潔
の
象
徴
と
す
る
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
過
程
、
お
よ
び
歴
代
の
詩
に
つ
い
て
も
言
及

　
　
さ
れ
る
。

（
2
6
）
　
驚
嘆
は
、
「
前
言
」
（
注
1
の
①
）
に
解
題
し
て
「
『
難
文
類
聚
』
以
三
年
的
時
雨

　
　
編
成
」
と
述
べ
、
中
林
氏
も
同
様
に
前
掲
書
（
注
1
の
③
）
に
お
い
て
「
誠
に
『
倉

　
　
卒
の
聞
』
と
で
も
言
う
べ
き
僅
か
三
年
－
實
質
的
作
業
は
二
年
孚
程
で
あ
る
一
で
作

　
　
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。

（
2
7
）
　
武
徳
四
年
十
一
月
、
起
居
舎
人
令
曝
露
蘂
嘗
從
嘉
言
於
淫
祀
日
、
近
代
已
來
、
多

　
　
無
正
史
。
梁
普
及
齊
、
猶
有
文
籍
、
至
於
周
階
、
多
有
遺
勲
。
當
今
耳
目
猶
接
、
尚

　
　
有
可
愚
、
如
更
十
敷
年
後
、
恐
事
跡
浬
没
、
無
言
品
等
。
至
五
年
十
二
月
二
十
六
日

　
　
詔
。
…
…
綿
歴
敷
載
、
寛
不
急
而
罷
。

（
2
8
）
　
高
組
實
録
「
壬
申
、
太
子
與
黒
闇
職
於
魏
州
城
下
、
破
之
、
闇
抽
軍
北
遁
。
甲
南
、

　
　
追
闊
於
隠
州
、
賊
背
永
濟
渠
智
謀
、
接
職
、
曲
馬
之
」
…
…
。
（
司
馬
光
案
語
）
蓋

　
　
實
録
明
言
到
之
日
也
。

（
2
9
）
　
武
徳
初
、
隠
太
子
與
秦
王
、
津
幡
相
傾
箏
致
名
臣
以
自
助
。
因
田
有
讐
事
三
面
、

　
　
窒
軌
、
庶
子
斐
矩
、
鄭
善
果
、
友
賀
徳
仁
、
洗
馬
魏
徴
、
中
舎
人
王
珪
、
舎
人
徐
師

　
　
誤
、
率
更
令
歌
聖
詞
、
典
膳
監
任
環
、
直
典
書
坊
唐
墨
、
朧
西
入
府
祭
酒
章
挺
、
記

　
　
室
参
軍
事
庚
抱
、
左
重
大
都
督
府
長
史
脈
憲
。
圏
幽
有
漏
干
志
寧
、
記
室
参
軍
事
房

　
　
玄
齢
、
虞
世
南
、
早
耳
魯
、
諮
無
二
軍
事
責
倫
、
薫
景
、
兵
曹
杜
如
晦
、
鎧
曹
楮
逐

　
　
良
、
士
曹
戴
冑
、
閻
立
徳
、
参
軍
事
醇
元
敬
、
藝
允
恭
、
圭
簿
醇
牧
、
李
道
玄
、
典

　
　
　
　
　
　
『
藝
文
類
聚
』
編
纂
考

　
　
籔
感
動
、
文
學
眺
思
廉
、
楮
亮
、
緻
燈
公
器
文
學
顔
師
古
、
右
元
帥
府
司
馬
薫
璃
、

　
　
行
軍
元
帥
府
長
史
要
突
通
、
司
馬
寳
誕
、
天
策
府
長
史
唐
倹
、
司
馬
封
倫
、
軍
諮
祭

　
　
三
図
世
長
、
兵
曹
参
軍
事
杜
撰
、
諸
書
李
質
素
、
、
参
軍
事
野
相
時
。
齊
国
有
記
室
参

　
　
軍
事
榮
九
思
、
墨
糸
武
士
逸
、
典
聖
遷
宣
撮
、
朗
爲
文
學
。
從
父
弟
承
序
亦
有
名
、

　
　
王
翠
蓋
文
學
館
學
士
。

（
3
0
）
　
こ
こ
で
は
、
欧
陽
諭
の
官
職
を
（
太
子
）
率
帰
山
と
す
る
。
注
5
に
暴
げ
た
史
料

　
　
か
ら
は
、
望
事
中
で
あ
っ
た
と
到
断
ず
る
ほ
か
な
い
が
、
武
徳
初
に
お
い
て
太
子
建

　
　
成
派
に
所
罰
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
と
言
え
る
。

（
3
1
）
　
布
目
潮
楓
『
陪
唐
史
研
究
」
（
東
洋
史
研
究
會
、
一
九
六
八
年
）
参
照
。

（
3
2
）
　
及
劉
黒
闊
重
反
、
王
珪
、
魏
徴
謂
建
成
日
、
殿
下
但
書
地
男
子
長
、
震
践
元
良
、

　
　
功
績
既
無
可
構
、
仁
聲
又
未
遽
布
。
而
尊
王
勲
業
克
隆
、
威
震
四
海
、
人
心
所
向
、

　
　
殿
下
何
以
自
安
。
今
書
損
率
破
亡
目
配
、
家
中
盈
萬
、
加
以
軽
羅
限
紹
、
瘡
疲
未
疹
。

　
　
若
大
軍
一
番
、
可
不
戦
而
掌
記
。
願
請
討
之
、
且
雲
立
功
、
深
自
封
植
、
因
結
山
東

　
　
英
俊
。
建
成
從
其
計
、
逐
請
討
墨
黒
闊
、
檎
之
而
旋
（
黒
黒
閾
の
重
ね
て
反
す
る
に

　
　
及
び
、
群
言
、
魏
徴
建
成
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
殿
下
但
だ
地
の
部
長
に
居
る
を
以

　
　
て
、
愛
に
元
良
を
践
む
も
、
功
績
既
に
稻
す
べ
き
無
く
、
仁
聲
又
た
未
だ
布
く
に
遽

　
　
あ
ら
ず
。
而
し
て
秦
王
勲
業
克
く
乏
く
、
威
四
海
を
震
は
し
、
人
心
の
向
ふ
所
な

　
　
れ
ば
、
殿
下
何
を
以
て
か
自
ら
安
ん
ぜ
ん
や
。
今
黒
闊
破
亡
の
饒
を
率
ゐ
、
家
は

　
　
萬
に
盈
た
ず
、
加
ふ
る
に
糧
運
限
即
し
、
瘡
疲
未
だ
憩
え
ざ
る
を
以
て
す
。
若
し
大

　
　
軍
も
て
一
た
び
臨
ま
ば
、
戦
は
ず
し
て
檎
に
す
べ
き
な
り
。
願
は
く
は
請
ひ
て
之
を

　
　
討
ち
、
且
つ
功
を
立
つ
る
を
以
て
、
深
く
自
ら
封
黒
し
、
因
り
て
山
東
の
英
俊
と
結

　
　
ば
ん
と
。
建
成
其
の
計
に
從
ひ
、
逐
に
劉
黒
闇
を
討
た
ん
こ
と
を
請
ひ
、
之
を
檎
に

　
　
し
て
肥
る
）
。

（
3
3
）
　
『
奮
唐
書
』
巻
七
三
、
令
狐
徳
棄
傳
、
お
よ
び
『
唐
會
要
』
巻
六
三
、
史
館
の
條

　
　
に
、
編
纂
を
任
命
さ
れ
た
人
物
の
名
が
列
畢
さ
れ
る
。

（
3
4
）
　
『
藝
文
類
聚
』
は
短
期
聞
（
筆
者
は
一
年
九
ヶ
月
と
到
断
）
に
編
纂
さ
れ
た
。
荏
臼

　
　
知
の
声
名
が
主
と
な
り
詩
文
選
定
に
當
た
っ
て
こ
そ
、
多
人
使
に
よ
る
議
論
の
紛
糾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

五
八

　
　
を
避
け
た
迅
速
な
編
集
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
租
三
士
の
二

　
　
名
の
う
ち
、
侍
中
陳
叔
達
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
通
り
。
秘
書
丞
令
狐
徳
簗
は
、
編

　
　
纂
に
關
わ
る
宮
中
藏
書
の
利
用
に
便
宜
を
圖
る
役
目
を
負
っ
て
、
編
纂
者
に
名
を
列

　
　
ね
た
と
考
え
る
。

（
3
5
）
　
『
古
今
圖
書
集
成
』
の
成
書
過
程
と
政
治
背
景
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
蒋
廷
錫
に

　
　
よ
る
『
古
今
圖
書
集
成
』
播
圖
の
改
編
に
つ
い
て
1
日
本
内
閣
文
庫
所
藏
『
古
今
圖

　
　
書
集
成
圖
纂
』
を
手
が
か
り
と
し
て
一
」
『
中
國
文
學
論
集
」
第
三
八
號
（
九
州
大

　
　
學
中
國
文
學
會
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
3
6
）
　
加
藤
聰
氏
は
、
「
類
書
『
初
學
記
』
の
編
纂
－
そ
の
太
宗
御
製
偏
重
を
て
が
か
り

　
　
と
し
て
一
」
『
東
方
學
』
第
百
十
一
輯
（
東
方
學
會
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
、

　
　
『
初
學
記
』
牧
載
詩
文
に
見
え
る
唐
太
宗
御
製
詩
の
積
極
的
採
録
の
背
景
に
、
編
纂

　
　
時
に
お
け
る
貞
観
の
治
稻
揚
の
氣
風
と
、
編
纂
者
個
人
の
政
治
的
思
惑
が
あ
っ
た
こ

　
　
と
を
解
明
さ
れ
た
。


